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▽
人
事
評
価
制
度
の
客
観
性
、
透
明
性
を

高
め
、
組
織
の
士
気
高
揚
や
職
員
の
育

成
を
図
り
、
公
務
能
率
及
び
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
繋
げ
る
。

▽
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
に
取
り
組
み
、
自

主
防
災
組
織
の
結
成
や
活
動
を
支
援
し
、

防
災
訓
練
等
で
市
民
の
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
る
。

▽
総
合
計
画
及
び
総
合
戦
略
に
お
け
る
成

果
指
標
達
成
に
向
け
た
精
査
・
検
証
を

行
い
、
各
施
策
・
事
業
を
推
進
す
る
。

▽
地
方
交
通
対
策
で
は
、
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
に
基
づ
く
施
策
を
展
開
し
、

効
率
的
か
つ
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体

系
の
構
築
を
目
指
す
。

▽「
移
住
者
融
資
資
金
利
子
補
給
」「
移
住

者
住
ま
い
応
援
助
成
金
」「
奨
学
金
返

還
支
援
制
度
」
を
継
続
し
、
若
者
や
子

育
て
世
代
の
移
住
と
定
住
を
促
進
す
る
。

▽「
出
会
い
創
出
イ
ベ
ン
ト
」「
結
婚
生
活

応
援
事
業
」
を
継
続
し
、
出
会
い
の
場

の
創
出
、
若
者
の
結
婚
の
奨
励
、
子
育

て
世
代
の
定
住
を
推
進
す
る
。

▽
子
育
て
支
援
や
観
光
、移
住・定
住
を
対

外
的
に
売
り
込
む
た
め
、ふ
る
さ
と
大

使
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
推
進
す
る
。

▽
経
常
損
失
額
２
億
円
以
内
の
目
標
達
成

に
向
け
、
沿
線
の
支
援
団
体
や
自
治
会

等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
各
施
策
・
事

業
を
展
開
す
る
。

▽
秋
田
内
陸
線
全
線
開
業
30
周
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
各
種
取
り
組
み
に
周
年

記
念
を
冠
し
、
訴
求
力
を
高
め
る
。

▽
保
育
園
の
ふ
る
さ
と
教
育
補
助
及
び
高

校
生
定
期
券
補
助
、
貸
切
車
両
の
補
助

を
継
続
し
、
利
用
者
確
保
に
努
め
る
。

▽
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
よ
る
全
線
乗
車
促
進
、

街
歩
き
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
等
に
よ
り

国
内
及
び
外
国
か
ら
の
誘
客
増
に
努
め

る
。

▽
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
事
務
事
業

の
精
査
や
経
費
節
減
な
ど
に
よ
り
健
全

財
政
の
維
持
を
図
る
。

▽
事
務
の
簡
素
化
・
効
率
化
を
目
的
に
、

秋
田
県
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
に
参
加
し

て
電
子
入
札
を
導
入
す
る
。

▽
宮
前
町
庁
舎
の
耐
震
補
強
及
び
改
修
工

事
を
実
施
し
、
１
階
に
執
務
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
、
手
続
き
の
円
滑
化
を
図
る
。

▽
適
正
で
公
平
な
賦
課
と
徴
収
に
努
め
、

自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
。
収
納
率
の

向
上
に
努
め
、
滞
納
整
理
を
強
化
し
滞

納
額
の
縮
減
に
取
り
組
む
。

▽
３
Ｒ
活
動
を
推
進
し
、
環
境
負
荷
の
軽

減
と
地
球
環
境
保
全
を
目
指
す
。

▽
し
尿
処
理
施
設
は
、
２
０
２
０
年
４
月

の
供
用
開
始
に
向
け
、
工
事
の
安
全
と

計
画
ど
お
り
の
施
工
に
努
め
る
。

▽
交
通
事
故
や
犯
罪
被
害
の
未
然
防
止
の

取
り
組
み
を
推
進
し
、
地
域
が
一
丸
と

な
っ
た
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
に

努
め
る
。

▽
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
戸
籍
・

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

の
導
入
に
向
け
て
取
り
組
む
。

▽
福
祉
医
療
は
、
障
が
い
者
及
び
ひ
と
り

親
家
庭
へ
の
助
成
と
乳
幼
児
か
ら
高
校

生
世
代
ま
で
の
助
成
を
継
続
す
る
。

▽
避
難
計
画
の
作
成
に
取
り
組
み
、
災
害

時
に
お
け
る
要
配
慮
者
の
支
援
体
制
を

整
備
す
る
。

▽
障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
で
安
心
し
て

生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、
適
切
な
情
報
提
供
や
個

別
支
援
を
行
う
。

▽
親
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
の
提
供
や
利

用
し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
を
図
り
、

誰
も
が
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

▽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
北
部
・
中

部
・
南
部
の
３
か
所
に
配
置
拡
充
し
、

総
合
相
談
体
制
を
強
化
す
る
。

▽
介
護
予
防
・
地
域
支
え
合
い
事
業
に
よ

り
、
高
齢
者
の
状
況
に
応
じ
た
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

▽
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
実
施
し
、
健
診

や
健
康
教
室
、
運
動
習
慣
を
促
進
し
、

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す
。

▽
関
係
機
関
へ
の
医
師
派
遣
の
要
請
や
常

勤
医
師
奨
励
金
制
度
の
継
続
に
よ
り
、

市
民
病
院
の
医
師
充
足
を
目
指
す
。

▽
主
食
用
米
生
産
へ
の
依
存
か
ら
脱
却
し
、

生
産
性
・
収
益
性
の
高
い
作
物
の
生
産

拡
大
に
向
け
て
、
各
補
助
事
業
の
活
用

と
市
独
自
の
事
業
を
展
開
し
、
所
得
安

定
を
目
指
す
。

▽
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
に
努

め
、
林
業
を
成
長
産
業
化
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
や
雇
用
の
創
出
を
図
る
。

▽
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ
き
、
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
と
連
携
し
、
被
害
防

止
対
策
等
の
啓
発
を
図
り
、
農
作
物
被

害
の
防
止
と
市
民
生
活
の
安
心
・
安
全

に
努
め
る
。

　北秋田市議会３月定例会において、津谷市長が平成
31年度における主な施策と事業について説明しました。
　この中で津谷市長は「次代を担う子どもたちが将来に
わたり希望を持てるまちを築いていくために、市民の皆
様と心を一つにして様々な行政課題に立ち向かっていく。
人口減少が進行する中にあって、最大の課題はその対策
にある。市税も大幅な増収が見込めない財政状況にある
が、第３次行財政改革大綱の遂行と併せ、効率的な財政
運営と健全な財政基盤の構築に取り組みながら、本市に
おける仕事や暮らし、子育て環境の充実及び防災・減災
等も含め、市民誰もが安全で安心して生き生きと暮らせ
るまちを目指し、引き続き『人口減少時代への挑戦』を
テーマに各施策を展開する」などと方向性を示しました。

　各分野ごとの主な施策と事業をお知らせします。

施政方針施政方針～人口減少時代への挑戦～人口減少時代への挑戦

平成 31年度平成 31年度

１１基本目標基本目標 産業振興による仕事づくり
◎主な取り組み
◇新たな森林管理システムが森林環境譲与税（仮
称）を財源に始まることから、林業の成長産業
化に向けた取り組みを強化
◇国・県と連携して東京圏からの移住者との就労
や起業をマッチングする制度を導入し、産業人
材を確保
◇ＤＭＯ「秋田犬ツーリズム」「３Ｄ連携」等で、
広域的観光資源の有効活用を行い、地域を越え
た連携を強化し
観光誘客を図る
◇秋田内陸線は全
線開業30周年に
合わせた取り組
みを実施し、話
題性と訴求力を高める

◇世界的に貴重な
樹氷を「日本三
大樹氷」として
ブランド化を推
し進め、青森市、
山形市と連携し
て情報を発信
◇小又峡、安の滝の歩道整備事業を推進
◇観光案内機能強化や２次アクセスの確保を継続
◇「産地パワーアップ事業」や「園芸メガ団地整備
事業」に独自支援し、野菜等の生産を拡大

◇「秋田のしいたけ販売三冠王獲得事業」を活用し
た、菌床しいたけの生産を拡大
◇「青果物振興対策事業」や「戦略作物地力増強推
進事業」で園芸作物生産者への支援を継続

北秋田市まち・ひと・しごと創生総合戦略

全線開業 30周年を迎える秋田内陸線全線開業 30周年を迎える秋田内陸線

日本三大樹氷のブランド化を推進日本三大樹氷のブランド化を推進
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▽
子
ど
も
や
保
護
者
に
対
す
る
企
業
紹
介

や
企
業
博
覧
会
な
ど
を
通
じ
て
、
地
元

企
業
へ
の
理
解
を
図
り
、
一
人
で
も
多

く
の
市
内
就
職
に
繋
げ
る
。

▽
移
住
・
就
業
支
援
事
業
に
よ
り
、
移
住

者
へ
の
就
業
や
起
業
の
支
援
に
努
め
、

産
業
人
材
の
確
保
を
推
進
す
る
。

▽
新
た
な
特
産
品
の
開
発
及
び
既
存
特
産

品
の
磨
き
上
げ
等
を
支
援
し
、
物
づ
く

り
事
業
の
充
実
を
図
る
。

▽
台
湾
を
中
心
と
し
た
訪
日
外
国
人
旅
行

客
の
増
加
を
目
指
し
、
海
外
で
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
。

▽
Ｄ
Ｍ
Ｏ
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
３
Ｄ
連

携
、
函
館
・
津
軽
・
秋
田
広
域
観
光
推

進
協
議
会
等
の
広
域
的
観
光
資
源
を
有

効
活
用
し
、
地
域
を
越
え
た
連
携
を
強

化
し
て
観
光
誘
客
に
努
め
る
。

▽
小
又
峡
の
歩
道
整
備
及
び
安
の
滝
の
歩

道
整
備
を
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
進

め
る
。

▽
観
光
案
内
機
能
の
強
化
や
２
次
ア
ク
セ

ス
確
保
の
継
続
と
、
宿
泊
施
設
や
飲
食

店
の
利
用
促
進
に
よ
る
、
官
民
一
体
と

な
っ
た
「
お
も
て
な
し
」
の
充
実
に
取

り
組
む
。

▽
鷹
巣
西
道
路
等
の
２
０
２
０
年
度
ま
で

の
確
実
な
開
通
と
二
ツ
井
今
泉
道
路
の

早
期
開
通
に
向
け
た
要
望
活
動
に
努
め

る
。

▽
南
鷹
巣
団
地
の
計
画
的
な
建
替
え
を
継

続
す
る
。

▽
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
及
び
移
住
者
住
宅

支
援
を
実
施
し
、
空
き
家
の
利
活
用
及

び
移
住
・
定
住
の
促
進
に
努
め
る
。

▽
幹
線
道
路
及
び
生
活
道
路
の
整
備
に
お

け
る
未
舗
装
道
路
や
狭
あ
い
道
路
等
の

改
良
工
事
を
計
画
的
に
行
う
。

▽
坊
沢
大
橋
の
老
朽
化
対
策
は
、
２
０
２

２
年
度
の
完
成
を
目
標
に
継
続
す
る
。

▽
主
要
道
路
や
河
川
の
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化

及
び
河
川
の
堆
積
土
砂
撤
去
等
に
よ
る

災
害
の
未
然
防
止
に
努
め
る
。

▽
老
朽
化
し
て
い
る
除
雪
機
械
の
更
新
を

計
画
的
に
進
め
、
地
域
の
実
情
に
即
し

た
き
め
細
か
な
除
排
雪
を
推
進
す
る
。

▽
全
水
道
事
業
の
経
営
統
合
に
よ
る
、
北

秋
田
市
水
道
事
業
と
し
て
の
包
括
運
営

に
よ
る
効
率
的
な
事
業
運
営
を
図
り
、

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
に
努
め

る
。

▽
鷹
巣
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
設
備
拡
充
を
図

り
、
住
環
境
の
水
質
保
全
に
努
め
る
。

▽
市
民
参
加
型
訓
練
の
成
熟
度
を
高
め
、

災
害
発
生
時
に
取
る
べ
き
避
難
行
動
の

周
知
徹
底
に
努
め
る
。

▽
救
急
救
命
士
の
養
成
及
び
救
命
講
習
に

よ
る
応
急
処
置
の
普
及
を
図
り
、
救
急

体
制
の
強
化
を
進
め
る
。

▽
消
防
団
員
の
装
備
を
充
実
し
、
活
動
環

境
を
向
上
さ
せ
、
新
た
な
団
員
確
保
に

努
め
る
。

▽
鷹
巣
中
と
鷹
巣
南
中
の
統
合
に
向
け
、

鷹
巣
中
校
舎
の
改
修
工
事
を
行
う
。

▽
鷹
巣
中
央
小
と
鷹
巣
南
小
の
統
合
に
向

け
、
鷹
巣
南
中
の
校
舎
改
修
の
調
査
設

計
業
務
に
取
り
組
む
。

▽
教
育
留
学
は
、
本
市
の
教
育
や
環
境
の

良
さ
を
体
感
し
て
も
ら
い
、
将
来
の
移

住
・
定
住
に
結
び
付
く
よ
う
取
り
組
む
。

▽
学
校
給
食
は
、
地
元
食
材
の
使
用
率
を

高
め
、
安
心
安
全
な
給
食
提
供
と
食
育

指
導
の
推
進
に
取
り
組
む
。

▽
将
来
地
域
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
地
域
と
学
校
が
子
ど
も
の
成
長
に

向
け
た
目
標
を
共
有
し
、
地
域
等
の
特

色
を
生
か
し
た
教
育
の
充
実
に
努
め
る
。

▽
小
中
学
校
の
再
編
プ
ラ
ン
を
基
に
、
鷹

巣
地
区
の
統
合
を
推
進
し
、
森
吉
・
阿

仁
地
区
の
再
編
は
、
保
護
者
や
住
民
と

の
話
し
合
い
を
進
め
方
向
性
を
定
め
る
。

▽
高
校
生
を
含
め
た
青
年
層
の
ア
イ
デ
ア

や
行
動
を
生
か
せ
る
環
境
を
整
え
る
。

▽
高
齢
者
大
学
等
の
学
ぶ
機
会
を
充
実
さ

せ
、
高
齢
者
が
生
涯
に
わ
た
り
学
び
続

け
る
活
動
を
支
援
す
る
。

▽
鷹
巣
中
央
小
と
鷹
巣
南
小
の
統
合
に
向

け
、
統
合
校
の
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
に
向

け
た
環
境
整
備
を
進
め
る
。

▽
伊
勢
堂
岱
遺
跡
世
界
文
化
遺
産
登
録
の

国
内
推
薦
を
目
指
し
、
関
係
団
体
と
連

携
し
、
積
極
的
に
国
内
外
へ
縄
文
の
価

値
を
発
信
す
る
。

▽
阿
仁
マ
タ
ギ
の
歴
史
と
文
化
を
伝
承
す

る
た
め
、
日
本
遺
産
認
定
を
目
指
す
。

▽
各
施
設
の
整
備
点
検
や
改
修
改
善
及
び
、

各
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
用
具
の
更
新
・

購
入
に
よ
り
快
適
な
利
用
環
境
の
整
備

に
努
め
る
。

▽
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
を
拡
充

し
、
幅
広
い
年
代
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

や
多
種
多
様
化
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

推
進
す
る
。

▽
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
の

継
続
開
催
に
向
け
、
実
行
委
員
会
と
連

携
し
支
援
す
る
。

▽
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
し
、
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

◎主な取り組み
◇あきた結婚支援センター入会登録料の全額助成
◇出会いと交流の場を提供する出会い創出イベン
トを開催し、数多くの良縁に繋げる
◇結婚生活応援事業を継続して、婚姻と定住の動
機付けに繋げる
◇健やかに子ども
を産み育てるた
めに、それぞれ
の段階に応じて
支援し安心して
子育てのできる
環境づくりに取り組む
◇乳幼児から高校生世代まで、福祉医療の助成を
継続し、子育て支援を充実
◇保育施設の整備やさらなる保育の質の向上によ
り、安心できる保育環境を提供

３３基本目標基本目標 少子化対策 ２２基本目標基本目標 移住・定住対策
◎主な取り組み
◇移住希望者のニーズに即した情報提供ときめ細
かい対応で移住体験への参加を促し、その後の
移住・定住へ繋ぐ
◇移住者融資資金
利子補給事業で、
移住初期の経済
的な負担を軽減
するほか、移住
者住まい応援事
業や奨学金返還
支援事業等の制度をＰＲし、若者や子育て世代
の移住・定住を促進
◇移住コーディネーターによる移住体験のアテン
ドや移住後のフォローアップで移住者を支援
◇空き家バンク制度及び移住者住宅支援事業で、
空き家の利活用と移住・定住を促進

北秋田の充実した教育環境等を見学した
秋田の教育・子育てツアー
北秋田の充実した教育環境等を見学した
秋田の教育・子育てツアー

安心して子育てできる環境づくり安心して子育てできる環境づくり

◎主な取り組み
◇ふるさと大使を活用した受け手に響く情報発信
◇国立市との各分野に幅を広げた交流
◇戸籍・住民票等のコンビニ交付サービス導入に
向けて取り組む
◇地域包括支援センターを３か所に配置し、総合
的にきめ細かく対応できる相談体制を整備
◇阿仁診療所は
2020年度の供
用開始を目指し
改築工事を進め
る
◇し尿処理施設の
2020年度供用開始に向けた建設工事の継続
◇新鷹巣浄水場の2020年度供用開始に向けて万
全を期す

４４基本目標基本目標 新たな地域社会の形成

◇鷹巣西道路等の2020年度までの確実な開通と
二ツ井今泉道路の早期開通に向けた要望活動
◇伊勢堂岱遺跡の
世界文化遺産登
録と阿仁マタギ
の日本遺産登録
を目指す
◇鷹巣中学校と鷹
巣南中学校の2020年度の統合、鷹巣中央小学
校と鷹巣南小学校の2021年度の統合に向けて
取り組む
◇健康ポイント事業を実施し健診や健康教室、運
動習慣の推進を促し、健康寿命の延伸を目指す
◇防災訓練の成熟度を高め、災害発生時に取るべ
き避難行動を周知徹底

世界文化遺産登録を目指す伊勢堂岱遺跡世界文化遺産登録を目指す伊勢堂岱遺跡

改築工事が進む阿仁診療所改築工事が進む阿仁診療所

↑

　
学
校
教
育
課

　
学
校
教
育
課

　
生
涯
学
習
課

　
生
涯
学
習
課

　
消
防
本
部

　
消
防
本
部

　
上
下
水
道
課

　
上
下
水
道
課

　
都
市
計
画
課

　
都
市
計
画
課

　
建
設
課

　
建
設
課

　
商
工
観
光
課

　
商
工
観
光
課

　
教
育
委
員
会 

総
務
課

　
教
育
委
員
会 

総
務
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

各
課
ご
と
の

　
　
主
な
施
策
と
事
業
等
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平
成
31
年
度
予
算
は
、総
合
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る「
北
秋
田
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
設
定
さ
れ
た
数
値

目
標
の
達
成
に
向
け
て
編
成
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
と
し
て
、
統
合
に
伴
う
鷹
巣
中
学
校
大
規
模
改
修
事
業
や
市
民
フ
ァ
ー
ス

ト
の
取
組
で
あ
る
宮
前
町
庁
舎
執
務
ス
ペ
ー
ス
を
１
階
に
設
け
る
改
修
事
業
、
移
住
・

就
業
支
援
事
業
費
補
助
金
の
創
設
、
戸
籍
や
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
導
入
の
ほ

か
、
昨
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
と
し
て
、
し
尿
処
理
施
設
建
設
事
業
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

活
用
に
よ
る
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
度
は
こ
う
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

平
成
31
年
度
は
こ
う
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

一
般
会
計
は 

2
3
9
億
7
1
4
9
万
8
千
円

一
般
会
計
は 

2
3
9
億
7
1
4
9
万
8
千
円

予
算
の
あ
ら
ま
し

予
算
の
あ
ら
ま
し

※水道事業会計、病院事業会計を除く。

（単位：千円）

国 民 健 康 保 険
国民健康保険合川診療所
介 護 保 険
介 護 サ ー ビ ス 事 業
簡 易 水 道
農 業 集 落 排 水 事 業
下 水 道 事 業
特定地域生活排水処理事業
後 期 高 齢 者 医 療
阿 仁 診 療 所
米 内 沢 診 療 所

23,971,498
3,538,620
180,002
5,604,012
13,570

0
372,847
2,339,420
22,279
450,449
593,581
249,904

0
2,152
2,988
796
2

749
23,971
19,712
14,238
9,220

13,438,512
37,410,010

22,765,497
3,638,387
201,437
5,664,496
29,794
251,832
360,757
1,850,148
22,708
436,392
299,315
251,543
23,318
2,219
2,987
1,132

2
838
8,797
6,590
16,766
7,481

13,076,939
35,842,436

七 座
坊 沢
綴 子
　 栄 　
沢 口
七 日 市
米 内 沢
前 田
阿 仁 合
大 阿 仁

△
△
△
△

△ 

△

△

△

△
 

△  
△

5.3
2.7
10.6
1.1
54.5
皆減
3.4
26.4
1.9
3.2
98.3
0.7
皆減
3.0
0.0
29.7
0.0
10.6
172.5
199.1
15.1
23.2
2.8
  4.4

一 般 会 計

特　
　
　
別　
　
　
会　
　
　
計

財　
　
産　
　
区

区 　 分 31年度予算額
30年度予算額

特 別 会 計 合 計

増減率（％）

24,313,410
3,932,700
188,442
5,845,690
29,794
253,047
370,532
1,732,391
22,708
440,373
255,335
252,041
23,318
2,219
2,987
11,132

2
838

16,225
2,296
21,134
7,481

13,410,685
37,724,095

当　初 当　初現　計 現　計

合 　 　 　 　 計

△
△
△
△
△

△

△

△

△

△

△

△

1.4
   10.0
4.5
4.1
54.5
皆減
0.6
35.0
1.9
2.3

132.5
0.8
皆減
3.0
0.0
92.8
0.0
10.6
47.7
758.5
32.6
23.2
0.2
0.8

歳出

一般会計予算の内訳【歳入のその他の内訳】
繰入金
使用料及び手数料
財産収入
自動車取得税交付金
寄附金
地方特例交付金
ゴルフ場利用税交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
繰越金

18億2441万6千円
2億3115万6千円
6547万6千円
6011万3千円
3055万円

1464万7千円
551万7千円
290万3千円
683万3千円
513万1千円
267万9千円

1千円

【歳出のその他の内訳】
議会費
労働費
予備費
災害復旧費
諸支出金 

1億9201万円
2353万1千円
5000万円

4471万3千円
6029万3千円

歳入

その他
22億4942万2千円
（9.4%）

分担金及び負担金
3億1624万8千円
（1.3%）

地方譲与税
2億7171万3千円
（1.1%）

国庫支出金
24億8997万8千円
（10.4%）

市税
30億

4607万4千円
（12.7%）

地方消費税交付金
7億5879万円
（3.2%）
県支出金

13億5309万3千円
（5.7%）

地方交付税
98億円

（40.9%）

諸収入
4億4078万円
（1.8%）

総務費
23億3788万2千円
（9.8%）

教育費
23億7861万円
（9.9%）

農林水産業費
10億4208万9千円
（4.3%）

衛生費
35億

  6292万9千円
（14.9%）

衛生費
35億

  6292万9千円
（14.9%）

消防費
10億5832万9千円
（4.4%）

商工費
6億5231万8千円
（2.7%）

その他
3億7054万7千円
（1.5%）

         公債費    
29億2733万
5千円

  （12.2%）

民生費  
58億3824万

3千円
  （24.4%）

民生費  
58億3824万

3千円
  （24.4%）

土木費  
38億321万 

6千円 
  （15.9%）

市債
32億4540万円
（13.5%）

主 な 事 業（一般会計）
議場用イス更新事業
市ホームページ更新事業
宮前町庁舎大規模改修事業
地籍調査費
移住定住促進事業
出会い創出事業
結婚生活応援事業
自治振興費
生活バス路線維持費等補助金
秋田内陸線運営費補助金
内陸線利用高校生定期券補助金
森吉庁舎冷暖房設備更新事業
電算システム運用費
戸籍等コンビニ交付サービス導入事業
統計調査費
社会福祉協議会補助金
災害時要援護者支援事業
生活困窮者自立支援事業
福祉の雪事業
障害者福祉費
医療給付費
子育てファミリー支援事業
児童措置費
児童福祉施設費

児童館費
生活保護扶助費
保健事業費
予防費
母子保健事業費
地域医療推進費
浄化槽設置整備事業補助金
ごみ収集運搬事業
し尿処理施設整備事業
クリーンリサイクルセンター運営事業
北秋田市民病院負担金
高年齢者就業機会確保事業費補助金
移住・就業支援事業費補助金
多様な農業経営応援事業費補助金
農地中間管理機構集積協力金
産地パワーアップ整備事業費補助金
園芸メガ団地施設等整備事業補助金
農地集積加速化基盤整備事業負担金
多面的機能支払交付金
有害鳥獣駆除事業
森林環境譲与税事業
造林費
企業誘致対策費
日本三大樹氷ブランド化誘客推進事業

地域連携DMO観光振興事業
熊牧場管理費
道路維持費
道路新設改良費
防災・安全交付金事業
道路・橋梁等防災対策事業
都市計画図修正委託事業
中央公園休憩所整備事業
住宅リフォーム事業補助金
南鷹巣団地建替事業
消防本部指揮車更新事業
消防ポンプ自動車等更新事業
防災ラジオ購入事業
特定空家等解体撤去事業費補助金
郷土資料集作成事業
スクールバス購入事業
綴子小学校衛生設備改修事業
鷹巣中学校大規模改修事業
日本遺産事業推進協議会補助金
図書館・文化会館費
ふれあいプラザ費
森吉球場照明塔撤去事業
地域おこし協力隊事業
キャラクター活用セールスプロモーション事業

4,339
11,890
158,058
37,294
13,641
2,283
3,500
55,459
79,923
119,700
13,660
35,586
140,336
27,896
17,921
30,000
3,805
14,111
16,125
949,465
277,639
1,725

1,001,197
449,334

27,190
655,656
67,244
51,392
23,320
10,185
15,974
122,587
1,080,999
288,869
746,556
12,308
4,000
5,000
39,754
33,007
19,837
20,900
181,695
10,556
15,758
31,624
11,346
6,131

60,131
23,229
827,770
389,106
968,400
177,000
61,689
24,246
30,000
273,002
9,762
29,380
19,800
2,000
7,479
16,338
11,890
419,638
2,000
77,103
39,992
88,313
27,675
19,556

（単位：千円）

平成31年度末各種基金残高見込額 歳入項目の用語解説

国の租税から市に配分された税
市が徴収する税
事業等のための市の借入金
国・県から目的により負担金、補助
金、委託金として交付される支出金
基金、特別会計からの繰入金

地方交付税
市 税
市 債
国・県支出金

繰 入 金

歳出項目の用語解説

高齢者、障がい者、児童福祉など福
祉全般の費用
道路などの建設費用
ゴミ処理、がん検診などの費用
市が事業のため借り入れたお金の返済金
職員、庁舎管理、選挙などの費用
学校、各種教育施設の整備、生涯学
習、スポーツ振興などの費用
消防防災などの費用
農林業などの費用
商工観光業振興などの費用

民 生 費

土 木 費
衛 生 費
公 債 費
総 務 費
教 育 費

消 防 費
農林水産業費
商 工 費

残高見込額
46億2328万円

11億8431万5千円
2176万円

5億5269万4千円
521万7千円

24億4804万3千円
4億8977万9千円
3億1828万2千円
4億1700万7千円
1782万3千円
893万5千円
3734万4千円
1800万円

1061万5千円
2293万2千円

101億7602万6千円

基金名称
財政調整基金
減債基金
まちづくり基金
地域福祉基金
中山間ふるさと水と土保全基金
地域振興基金
土地開発基金
国民健康保険財政調整基金
介護保険財政調整基金
学校施設整備基金
高額療養費貸付基金
奨学金基金
介護給付費等貸付基金
特別導入事業基金
森林経営管理基金

合　　計
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市職員による出前講座を行っています市職員による出前講座を行っています市職員による出前講座を行っています

2019年４月１日～ 2020年３月31日（※12月28日～１月４日は除きます）
午前10時から午後８時（土日、祝日も可能）、１講座につき２時間以内
各公民館や町内会館など市内の施設
※会場の手配および準備・片付け、使用料（有料の場合）は申込者の負担でお願いします。
原則10人以上で、北秋田市民を対象とします。
※特定の政治活動や宗教の布教活動、営利を目的とした集会、苦情や要望を寄せるためだけの講座
はお断りします。
申込書に必要事項を記入のうえ、実施希望日の21日前までに生涯学習課または最寄りの公民館に提
出してください。（郵送・FAX・メールでも受け付けます）

実施期間

　出前講座メニューのほかに、開催を希望する講座
内容がありましたらお気軽にご相談ください。

【申し込み・お問い合わせ・ご相談】
北秋田市生涯学習推進本部事務局（生涯学習課内）
☎62‐1130　 62‐1669
メール be-syougai@city.kitaakita.akita.jp

FAX

①申込書を提出 ②申込書を送付

⑤報告書を提出

③講座開催の可否を連絡

申し込みから講座終了までの手順

④講座を実施

申
込
者

講
座
担
当
者

事
務
局

時　間
会　場

対　象

申込方法

№ 講　座　名 内　　　　　　容

2019年度　北秋田市「出前講座」メニュー

１

２ 北秋田市総合計画と総合戦略
について

防災講座（土砂・風水害等）
（自主防災組織）（防災ラジオ等）

統計数値からみた北秋田市の
現状について

地域公共交通について

移住・定住の取り組みについて
北秋田市の財政状況について

マイナンバー制度について

市税のしくみについて８

９

介護予防講座

家庭ごみの分別について
国民健康保険について
戸籍制度のあらまし

３

４

５

７

６

10
11

12

№ 講　座　名 内　　　　　　容

舞台の構造と操作の基本を学ぶ

写真と映像で振り返る地域の歴史
（昭和の合併前の鷹巣地区を中心
として）

映画になった市ゆかりの
文学作品と作家たち

直木賞作家・渡辺喜恵子の
生涯と作品

世界遺産講座

古代の北秋田史

地域学校協働活動について

生涯学習のススメ

家庭教育について

北秋田市の教育事情

防火・防災講習
雪下ろし事故防止

救命救急講習

公共下水道の計画について

北秋田市の観光に関わる
取り組みについて

障害者差別解消法について

健康づくり講座

在宅福祉サービスについて

介護保険制度について13

14

15

16

17

18
19
20
21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

土砂、洪水災害から身を守るために知っておきたいこと／地域住民同
士が互いに助け合う「自主防災組織」の結成と活動について／280MHz
防災ラジオに関すること
北秋田市の将来像の実現に向けた施策の方向性を定めた総合計画と、
地方創生で策定する人口ビジョン及び総合戦略について説明します。
各種統計結果等からみた北秋田市の現状と県内他自治体との比較につ
いて説明します。
高齢者等の生活を支える公共交通の現状や今後の取り組みについて説
明します。

マイナンバー制度の概要やマイナンバーカードの交付、マイナンバー
に便乗した不正行為に対する注意について説明します。
受講者の要望により、内容を決定します。
※講座開設は、７月～ 11月までの期間とします。

高齢者の皆さまが地域で元気にいきいきと暮らし続けられるよう、介
護予防についての講話や運動等の体験プログラムを実施します。

移住・定住に向けた活動や移住者への支援制度について説明します。

地域全体で子どもの学びや成長を支え、学校を核とした地域づくりと
しての地域学校協働活動について、北秋田市の取り組みや活動状況に
ついて説明します。

文化会館のホールを会場に、舞台の構造と照明や音響など、演劇・コ
ンサート・講演会等のイベント実務に必要な機器等の基本操作を学び
ます。

介護保険制度の説明／制度の概要について／サービスの内容や利用の
手続きについて
介護保険制度以外の高齢者福祉サービスの内容、対象者の条件や利用
料について説明します。

インバウンド受入れ体制について／森吉山の魅力について／観光イベ
ントについて／観光施設について

平成28年４月に施行された「障害を理由とする差別の解消を推進す
る法律（障害者差別解消法）」について説明します。
障がいとは何か／差別とはどのようなものか／どのように配慮し、対
応すればよいのか／ヘルプマーク、ヘルプカードの取り組みについて

北秋田市が舞台になった映画作品「季節風の彼方へ（1958年 東映／
久我美子、高倉健主演）」および「林檎の花咲く町（1963年 東宝／白
川由美、高石かつ枝主演）」について、原作者の佐藤鉄章と辻美沙子の
文学世界および映画作品を映像資料、音楽、写真等を用いて紹介します。

鷹巣出身の直木賞作家・渡辺喜恵子（1913‐1997）の84年の人生と、
特に東北の女性を主人公に描いた多くの作品を、写真や映像、書簡等
の資料をもとに分かりやすく解説します。
【作品の一部】「馬渕川（直木賞受賞作）」「みちのく子供風土記館」「原
生花園」「タンタラスの虹」「啄木の妻」「南部女人抄」

明治～昭和にかけての貴重な写真と映像で、地域の歴史を振り返りま
す。昭和25年の鷹巣大火と都市計画／昭和39年に記録された記録フィ
ルム／旧記念グラウンドでのバレー大会の記録フィルム（昭和30年
代）／明治～大正にいたる鷹巣小学校の集合写真／昭和22年、鷹巣
町への昭和天皇行幸　ほか

北秋田市の小・中学校の学力等の状況、北秋田市の教育の目指すもの、
解決すべき課題など、北秋田市の学校教育について幅広く説明します。

生涯学習の意義や目的、いきがいづくり・仲間づくりに向けた公民館講
座や高齢者大学の紹介、学びを通じた地域づくりについて説明します。

西暦915年に起きた十和田火山大噴火と綴子の胡桃館遺跡の関係から、
歴史上の災害を学びます。

子どもの健やかな成長を支えるための「家庭教育」の現状や課題、市
の取り組みなどについて説明します。

心身の健康づくり実践に向けた講話や体操等を実施します。

公共下水道の現状と今後の計画について説明します。

応急手当方法／救急医療体制の現状

雪下ろし事故防止対策／ロープ結索
防火について／地震等の災害対応

世界遺産を目指す伊勢堂岱遺跡について分かりやすく説明します。

北秋田市の財政状況について、分かりやすく説明します。

戸籍制度の意義と変遷を分かりやすく説明します。
国民健康保険制度や各種申請等について説明します。
ゴミの分別について、サンプル等を使って説明します。

北秋田市が行っている事業や取り組みについて、職員が出向いてご説明します。
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ショーン
コリガン Kitaakita from My Eyes

★

　電気用品、産業用ロボット、センサー等に使用さ

れるケーブルの製造、販売を行っています。国内外

の大手企業・電子機器メーカーをはじめ、商社、

ケーブル加工メーカー等幅広い範囲で多岐に渡り

ご利用いただいております。近年では、鉄道や航空

機向けとしても弊社製品が多数採用されています。

株式会社ニューテックス 秋田工場

【会社概要】
◆所 在 地 米内沢字長野岱102‐1
◆主な事業 電線の製造・販売等
◆従業員数 22人
◆電話番号 0186‐72‐3511
◆ホームページ https://www.newtex.co.jp/

何をしている会社？

会社のアピールポイントは？

きらっとヒカル

北秋田の企業

きらっとヒカル

北秋田の企業 Vol.24

　創業から半世紀以上を経た企業です。長きに

渡って培ってきた技術力と経験を活かしてお客様

のニーズを追求し、ベストスペックとコストパ

フォーマンスにより幅広い用途に応じたカスタマ

イズ製品をお届けすることができます。

工場内の様子①

　先輩に指導してもらい毎

日が勉強です。同じものを

作っているようですが、材

料や設計内容により変わる

ので気を付けています。で

もそこが面白いと感じてい

ます。興味のある方は一緒

に働きませんか？

工場内の様子②

ＮＯ.３３ＮＯ.３３

小山 輝才さん（29）

若手社員
の声

若手社員
の声

「ふるさとの味」
　北秋田にやってきて間もなく「第２のふるさ

と」だと感じ始めました。その理由は、自然に

囲まれて癒されることなどがありました。時間

が経つと、人の親切さがわかり、ますます離れ

たくなくなりました。しかも空港もあり、育っ

た環境がどうしても恋しくなった時は、手間を

かけずに帰省することができます。

　住めば住むほど、地元料理の味が自分の好み

になってくるのも当然な出来事かもしれません。

夏の魚焼きや秋の新米、冬のガッコなど…文章

を書くだけで、お腹が減ってしまいます！どの

ような段階で、第２のふるさとの北秋田が第１

のふるさとに変わるでしょうか？

　この間、

輸入品販売

フェアが道

の駅大太鼓

の里で開か

れ、様子を

伺うつもり

で足を運んだら、つい１週間分（それ以上？）

の買い物をしてしまいました。第何のふるさと

になるかもう分かりませんが、育ったアメリカ

の味がしばらくぶりに味わえました。しかし一

番驚いたのは味ではなく、やはり量の多さでし

た！というか、せっかく日本の量に慣れてきた

のに、なんでまだ太るんでしょうかね…？

※　  の色の付いた投票所＝７時～18時

秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙 投票所と時間投票所と時間

鷹巣第１

鷹巣第２

鷹巣第３

南 鷹 巣

栄

綴 子

田子ヶ沢

糠 沢

田 中

坊 沢

緑 ヶ 丘

今 泉

前 山

小 森

沢 口

七 日 市

葛 黒

上 杉

合川駅前

金 沢

鷹巣小学校

北秋田市民ふれあいプラザ
コムコム

北秋田市交流センター

舟場自治会館

サテライトステーションさかえ

綴子基幹集落センター

田子ヶ沢セリ集荷所

糠沢集落会館

田中総合センター

坊沢公民館

緑ヶ丘担い手センター

今泉交流センター

前山森林交流センター

小森自治会館

沢口林業センター

七日市基幹集落センター

葛黒林業センター

上杉あいターミナル

北秋田市合川庁舎

旧合川公民館金沢分館

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

木 戸 石

李 岱

摩 当

鎌 沢

米 内 沢

本 城

米内沢駅前

大 野 岱

浦 田

前 田

巻 渕

吉 田

銀山水無

荒 瀬

根 子

比 立 内

中 村

木戸石児童館

合川農村環境改善センター
（合川公民館）

摩当活性化施設

鎌沢生活改善センター

森吉コミュニティセンター

本城コミュニティセンター

米内沢駅前自治会館

大沢会館

浦田交流センター

前田駅前自治会館

根森田コミュニティセンター

吉田自治会館

北秋田市阿仁庁舎

荒瀬地区コミュニティセンター

根子児童館

阿仁農村環境改善センター

中村地区コミュニティセンター

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～18時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

大切な一票を投票しましょう！

投票区 投　票　所 投票所の
開閉時間投票区 投　票　所 投票所の

開閉時間

投票日は４月７日(日)

※旧伏影投票区（萱草・伏影・笑内）は荒瀬地
　区コミュニティセンターでの投票となります。

※３月29日の告示日に、立候補者が定数（２人）を超えない場合は無投票となります。

【お問い合わせ】北秋田市選挙管理委員会 ☎62‐6614【お問い合わせ】北秋田市選挙管理委員会 ☎62‐6614
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津
谷
舞
姫 

藤
田
未
来 

野
崎
静
紅

　
三
澤
姫
菜
乃 

藤
嶋
菜
々 　

合
川
中
学
校
相
撲
部

　
齋
藤
貴
仁 

金
田
魁
斗 

櫻
田
隼 

合
川
中
学
校
女
子
ス
キ
ー
部（
リ
レ
ー
）

　
近
藤
さ
く
ら 

澤
藤
美
空 

木
村
慶

森
吉
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　
中
嶋
柊
哉 
戸
沢
佳
太 

西
宮
律
己 

　
西
宮
想
心 

菅
原
典 

吉
田
夕
輝 

　
杉
渕
忠
稀 

木
村
風
太 

松
前
谷
樹

　
金
藍
登

森
吉
中
学
校
野
球
部

　
武
石
圭
哉 

金
惇
之
介 

松
浦
尚
輝

　
松
浦
鷹
祐 

戸
沢
晃
一 

北
林
学
人

　
工
藤
柊
翔 

笠
井
蒼
斗 

木
村
謙
介

　
松
橋
賢
輝 

小
杉
山
寛 

鈴
木
煌
大

　
若
松
彪
珂

秋
田
北
鷹
高
校
男
子
弓
道
部

　
山
田
啓
吾 

本
間
尋
翔 

佐
藤
真
哉

　
大
森
琉
楓

秋
田
北
鷹
高
校
女
子
弓
道
部

　
上
田
可
蓮 

神
成
恭
花 

明
石
彩
乃

　
近
藤
萌
絵

秋
田
北
鷹
高
校
陸
上
競
技
部（
男
子
リ
レ
ー
）

　
仲
居
奨 

野
呂
龍
斗 

佐
藤
朋
也

　
佐
々
木
友
也 

池
内
誠
志

秋
田
北
鷹
高
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　
佐
藤
大
晴 

岩
間
大
輝 

竹
村
陸
人

　
小
坂
朝
陽 

須
藤
稜
太 

本
間
勇
太

　
佐
々
木
公
介 

浪
岡
遊

秋
田
北
鷹
高
校
男
子
ス
キ
ー
部（
リ
レ
ー
）

　
門
脇
匠 

上
平
晃
也 

山
田
龍
輔

　
木
村
賢
太
郎 

秋
田
北
鷹
高
校
女
子
ス
キ
ー
部（
リ
レ
ー
）

　
柴
田
樹 

平
川
歩
未 

松
浦
有
香

環　境
コラム
環　境
コラム
第25回

新
年
度
ス
タ
ー
ト
！

　
資
源
の
有
効
活
用
を
考
え
て
み
よ
う

新
年
度
ス
タ
ー
ト
！

　
資
源
の
有
効
活
用
を
考
え
て
み
よ
う

　
新
年
度
と
な
り
、
い
よ
い
よ
平
成

の
終
わ
り
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

５
月
か
ら
は
新
元
号
で
す
。
30
年
に

わ
た
っ
た
平
成
が
終
わ
る
こ
と
に
寂

し
さ
を
感
じ
ま
す
が
、
悔
い
の
な
い

よ
う
、
平
成
最
後
の
４
月
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
今
月
の
環
境
コ
ラ
ム
は
先

月
号
と
似
た
テ
ー
マ
で
「
小
型
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
」で
す
。小
型
家
電
と
は
、

電
池
で
動
く
ゲ
ー
ム
機
や
携
帯
電
話

な
ど
の
製
品
の
こ
と
で
、
有
用
な
金

属
（
金
、
銀
、
レ
ア
メ
タ
ル
）
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
市
内

９
カ
所
に
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
し
て
お
り
、
投
入
口
（
幅
25

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
高
さ
15
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
下
）
に
入
れ
る
こ
と
の

で
き
る
製
品
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

回
収
し
た
製
品
は
国
の
認
定
を
受
け

た
事
業
者
に
よ
っ
て
再
生
さ
れ
、
金

属
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
ボ
ッ
ク
ス
回
収
の
他
に
宅

配
便
回
収
が
あ
り
、
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ

パ
ン
㈱
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
本
体
を
含

む
場
合
、
無
料
で
回
収
を
行
っ
て
お

り
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
か
ら
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
下
さ
い
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
で
は
、

昨
年
度
ま
で
２
０
２
０
大
会
で
使
用

さ
れ
る
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
メ
ダ
ル
を
小
型

家
電
か
ら
作
る
「
都
市
鉱
山
か
ら
作

る
！
み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
皆
さ

ん
が
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
た
小
型

家
電
は
メ
ダ
ル
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
終
了
し

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
小
型
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
へ
の
積
極
的
な
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
４
月
14
日
に
は
全
市
一

斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
ち
ら
も
併
せ
て
積
極
的
な
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
２
月
16
日
〜
３
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

２
月
17
日（
日
）

18
日（
月
）

19
日（
火
）

20
日（
水
）

21
日（
木
）

28
日（
木
）

３
月
1
日（
金
）

４
日（
月
）

５
日（
火
）

８
日（
金
）

９
日（
土
）

11
日（
月
）

12
日（
火
）

13
日（
水
）

14
日（
木
）

15
日（
金
） ▽

北
秋
田
の
お
ひ
な
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
阿
仁
ふ

る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
）▽
大
館
北
鹿
地
区
自
衛
隊
入
隊
入
校
予
定

者
激
励
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）▽
葛
黒
火
ま
つ
り
か
ま
く
ら（
七
日
市

葛
黒
地
内
）

▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
委
員
会
委
嘱
状
交
付（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）▽
鷹
巣

中
央
自
治
会
長
協
議
会「
市
長
と
語
る
会
」（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
秋
田
県
板
金
工
業
組
合
北
秋
田
支
部
定
期
総
会・懇
親
会（
み
よ
し
）

▽
合
川
小
学
校
い
ぶ
り
が
っ
こ
贈
呈（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会（
第
二
庁
舎
）▽
豪
風
後
援
会「
元
関
脇
豪
風
関

に
感
謝
す
る
会
」（
秋
田
市
）

▽
秋
田
魁
新
報
創
刊
記
念
章
顕
彰
式（
秋
田
市
）▽
秋
田
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
２
月
定
例
会（
秋
田
市
）

▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会 

初
日（
議
事
堂
）

▽
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
第
８
回
卒
業
証
書
授
与
式（
同
校
）▽
地
域
お

こ
し
協
力
隊
吉
田
嵩
之 

委
嘱
状
交
付（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会 

一
般
質
問
①（
議
事
堂
）

▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会 

一
般
質
問
②（
議
事
堂
）

▽
第
５
回
秋
田
県
ど
ぶ
ろ
く
研
究
交
流
大
会（
マ
タ
ギ
の
湯
）

▽
鷹
巣
中
学
校
卒
業
式（
同
校
）▽
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
・

受
賞
祝
賀
会（
文
化
会
館・ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
第
99
回
取
締
役
会（
同
所
）

▽
高
齢
者
叙
勲
伝
達
式 

成
田
恭
一
氏（
本
庁
舎
）▽
死
亡
叙
勲
伝
達

式 

故
松
橋
修
一
氏
、故
成
田
則
雄
氏（
本
庁
舎
）

▽
鷹
巣
小
学
校
卒
業
式（
同
校
）▽
和
田
昭
三
氏 

秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ

賞
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会 

最
終
日（
議
事
堂
）▽
北
秋
田
市
議

会
全
員
協
議
会（
本
庁
舎
）

▽
第
８
回
森
吉
山
ダ
ム
水
源
地
域
活
性
協
議
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
）

　
一
般
財
団
法
人
北
秋
田
市
体
育
協
会
（
成
田
昭
夫
会
長
）
主
催
の
平
成
30
年
度

北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
、
３
月
９
日
に
北
秋
田
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、

こ
の
１
年
間
に
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
た
個
人
89
人
と
19
団
体
（
２
０
５
人
）
が
特

別
功
労
賞
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
賞
、
特
別
栄
光
賞
な
ど
各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

平
成
30
年
度
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

輝
か
し
い
功
績
を
た
た
え
る

輝
か
し
い
功
績
を
た
た
え
る

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
賞

特
別
栄
光
賞

栄 

光 

賞
（
個
人
）

栄 

光 

賞
（
団
体
）

特
別
功
労
賞
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北秋田市
地域おこし
協力隊

き
た
あ
き
た
の

vol.12

米倉信人隊員

「『
雑
談
カ
フ
ェ
』
開
店
し
ま
す
！
」

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
米
倉
で
す
。

今
回
が
こ
の
コ
ラ
ム
で
の
４
回
目
の

投
稿
と
な
り
ま
す
。

　
11
月
か
ら
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
気

軽
に
お
茶
を
し
な
が
ら
雑
談
す
る

「
雑
談
カ
フ
ェ
」を
開
店
し
て
い
ま
す
。

　
開
店
す
る
き
っ
か
け
は
、
放
課
後

コ
ム
コ
ム
に
集
ま
っ
て
く
る
高
校
生

は
た
く
さ
ん
い
る
け
れ
ど
、
大
人
と

話
を
し
て
い
る
姿
を
全
く
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
見
か
け
な
い
こ
と
で
し
た
。

「
若
い
人
た
ち
が
地
域
か
ら
分
断
さ

れ
て
い
て
は
、
地
域
が
活
性
化
し
て

こ
な
い
」「
も
っ
と
若
い
人
と
地
域

の
人
が
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
す
る
場

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
」

そ
ん
な
思
い
か
ら
「
雑
談
カ
フ
ェ
」

は
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
４
回

の
開
催
で
延
べ
50
人
ほ
ど
の
人
が
来

店
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は

高
校
生
も
い
ま
す
。
決
ま
り
ご
と
は

「
相
手
の
批
判
は
し
な
い
」
そ
れ
以

外
は
テ
ー
マ
も
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
場
の
雰
囲
気
で
他
愛
も
な
い
話

か
ら
時
に
デ
ィ
ー
プ
な
話
ま
で
飛
び

出
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
雑
談
の
中
か
ら
若
い
人
た

ち
が
何
か
を
感
じ
る
、
年
配
者
も
何

か
を
感
じ
る
、
そ
ん
な
場
所
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
の
思
い
で
、
こ
れ
か
ら

も
定
期
的
に
開
店
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
コ

ム
コ
ム
で
の
開
催
だ
け
で
す
が
、
今

後
は
、
鷹
巣
以
外
で
の
開
催
や
休
日

を
利
用
し
た
開
催
な
ど
た
く
さ
ん
の

人
が
集
ま
っ
て
、
雑
談
を
繰
り
広
げ

て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
次
回
は
４
月
10
日（
水
） 

16
時
30

分
か
ら
コ
ム
コ
ム
で
開
店
し
ま
す
。

記念
祝典
これまでの歩みを振り返る
朗読ボランティアやまびこ40周年思い出を語る会

　設立40周年を迎えた朗読ボランティア「やまびこ」
の思い出を語る会が、３月３日に市内の料亭で開か
れ、会員ら21人が参加し、節目を喜び合いました。
　朗読ボランティア「やまびこ」は、市広報や市議
会だよりなどを朗読し、録音したものを目が不自由
な人たちに届けるボランティア団体。広報たかのす
時代から現在までの間、一度も欠かすことなく活動
を続け、40周年を迎えました。代表の萩原順子さん
は「皆さんの支援に感謝し、これからもより良い音
声訳を目指していく」と今後の抱負を述べました。

〇：全日診療　◇：救急外来で対応　△：午前のみ　×：全日休診

４月27日から５月６日までの10連休における各医療機関の診療体制について４月27日から５月６日までの10連休における各医療機関の診療体制について

北秋田市民病院
合川診療所
米内沢診療所
阿仁診療所
うえだクリニック
遠藤クリニック
児玉内科クリニック
小林眼科医院
近藤医院
たかのす今村クリニック
鷹巣病院
たむら内科クリニック
津谷内科
奈良医院
毛利整形外科クリニック
まるや耳鼻科クリニック

◇
×
×
×
△
△
△
〇
△
△
×
△
△
△
△
△

４/27（土）４/28（日）４/29（月）４/30（火）５/１（水）５/２（木）５/３（金）５/４（土）５/５（日） ５/６（月）

◇
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

◇
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

◇
×
×
×
×
×
×
×
〇
×
△
×
×
×
×
×

◇
×
×
×
×
×
×
×
△
×
×
×
×
×
×
×

◇
〇
〇

×
×
×
×
×
〇
×
△
×
×
〇
×
×

◇
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

◇
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

◇
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

◇
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

（内科のみ）

叙勲
伝達
地方自治の発展に尽力
成田恭一さんが旭日単光章を受章

　元鷹巣町議会議長の成田恭一さん（88歳・太田）が、
このほど高齢者叙勲の旭日単光章（地方自治功労）を
受章し、３月12日に市役所で伝達式が行われました。
　成田さんは、昭和63年に鷹巣町議会議員に当選し、
平成12年３月までの３期12年間にわたり町議会議員
を務められ、鷹巣町議会議長、議会運営委員長など
の要職を歴任し、地方自治の発展に尽力されました。
　伝達を受け、成田さんは「受章は地域の皆さんの
ご支援やご指導のおかげ。心から感謝している」な
どと感謝の気持ちを表しました。

受賞
報告

ユニカールで地域の健康増進に貢献
和田昭三さんが県スポーツ賞受賞を報告

　平成30年度秋田県スポーツ賞表彰式（県体育協会
主催）で、生涯スポーツ賞を受賞した和田昭三さん
（87歳・花園町）が、３月13日に市役所を訪れ、津谷
市長に受賞を報告しました。
　この度の受賞は、和田さんが北秋田市ユニカール
協会の理事として協会員の模範となるとともに、ユ
ニカールによる生涯スポーツの実践に努め、地域住
民の健康増進に貢献したことが認められたものです。
　和田さんは「これを励みに今後も続けていきたい」
などと受賞の喜びを報告しました。

叙勲
伝達
生前の功績が認められる
故・松橋修一氏、故・成田則雄氏叙勲伝達式

　元阿仁町議会議員で11月に逝去された松橋修一氏
（満86歳・幸屋渡）と元鷹巣阿仁広域市町村圏組合の
消防司令で12月に逝去された成田則雄氏（満77歳・
今泉）が、この度叙勲の旭日単光章と瑞宝単光章を
受章し、３月12日に市役所で伝達式が行われました。
　伝達式では、松橋氏の長男の久之さんと成田氏の
二女の香織さんが、北秋田地域振興局の渡辺雅人局
長から勲記と勲章の伝達を受けました。
　津谷市長は「生前のお二人の頑張りが評価されて
私たちもうれしく思う」などと受章をたたえました。
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世界に1つだけのフォトフレーム世界に1つだけのフォトフレーム

　▲完成をイメージしながら飾りつけをする児童

■
阿
仁
生
き
活
き
大
学

テ
ー
マ

　
「
仲
間
と
交
流 

心
豊
か
な
生
活
を
」

内
容　
年
６
回
実
施
予
定
（
講
演
会
、
移

動
研
修
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
）

受
付
期
間　

４
月
１
日（
月
）〜
17
日（
水
）

　
　

 

阿
仁
公
民
館 

☎
82‐
２
２
２
０

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
東
側
を
流
れ
る
湯
車

川
に
サ
ケ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
す
。
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
長
靴
を
ご
持
参
の

う
え
、
伊
勢
堂
岱
縄
文
館
に
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

日
時　

４
月
６
日（
土
） 

13
時
30
分
〜

※
参
加
費
無
料
、
事
前
申
込
不
要
で
す
。

　
国
指
定
史
跡
「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」
の
一

般
公
開
を
次
の
と
お
り
開
始
し
ま
す
。

公
開
開
始　
4
月
20
日（
土
）〜

公
開
時
間　
９
時
〜
16
時　
※
入
場
無
料

※
縄
文
館
が
休
館
の
日
は
遺
跡
も
閉
鎖
と

な
り
ま
す
。

◆
前
田
公
民
館　
柴
田 

榮
則
（
新
任
）

　
　
〜
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
〜

　

２
０
１
９
年
度
高
齢
者
大
学
を
各
地
区

で
５
月
に
開
講
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
コ
ム
コ
ム
ま
た
は
各
公
民
館

へ
運
営
費
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
各
大
学
共
通
】

対
象
者　
55
歳
以
上
の
方

運
営
費　

１
０
０
０
円

■
高
鷹
大
学

テ
ー
マ

　
「
自
分
の
学
び
を
地
域
の
た
め
に
」

内
容　
全
体
講
座
等
年
６
回
程
度

（
ク
ラ
ブ
活
動
は
月
１
〜
２
回
程
度
）

受
付
期
間　

４
月
１
日（
月
）〜
12
日（
金
）

　
　

 

生
涯
学
習
課 

☎
62‐
１
１
３
０

■
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学

テ
ー
マ

　
「
仲
間
と
と
も
に
、
で
あ
い
・

　
　
ふ
れ
あ
い
・
ま
な
び
あ
い
」

内
容　
年
８
回
実
施
予
定
（
学
習
会
や
移

動
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
な
ど
）

受
付
期
間　

４
月
１
日（
月
）〜
19
日（
金
）

　
　

 

合
川
公
民
館 

☎
78‐
２
１
１
４

■
森
吉
大
学

テ
ー
マ

　
「
仲
間
と
学
ぼ
う 

ふ
る
さ
と
再
発
見
」

内
容　
年
７
回
実
施
予
定
（
講
演
会
、
移

動
研
修
、
学
習
会
な
ど
）

受
付
期
間　

４
月
１
日（
月
）〜
15
日（
月
）

　
　

 

森
吉
公
民
館 

☎
72‐
３
２
５
９

◇
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

　
保
存
会
は
現
在
18
人
で
、
練
習
は
７

月
末
か
ら
１
週
間
程
度
行
い
ま
す
。
８

月
の
踊
り
の
時
は
、
約
20
年
前
か
ら
小

学
生
か
ら
高
校
生
も
参
加
し
て
も
ら
っ

て
、40
人
ほ
ど
で
演
じ
ま
す
。今
で
は
２
、

３
歳
の
子
ど
も
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

◇
芸
能
を
伝
え
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
か

　
獅
子
踊
り
は
10
年
間
途
絶
え
ま
し
た
。

当
時
は
若
い
人
も
多
く
い
た
の
で
、
す

ぐ
に
復
活
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
実
際
は
踊
り
手
が
確
保
で
き
な

か
っ
た
り
と
、
思
う
よ
う
に
い
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
あ
き
ら
め
か
け
た
時
に
、

若
手
３
人
が
決
断
し
て
く
れ
て
、
よ
う

や
く
復
活
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
笛
の
吹
き
手
の
継
承
も
課
題

の
一
つ
で
す
。
笛
は
人
か
ら
人
へ
教
え

る
の
が
確
実
で
、
音
を
譜
面
に
し
た
と

こ
ろ
で
復
元
は
と
て
も
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
獅
子
踊
り
の
復
活
も
そ
う
で
す

が
、
一
度
途
絶
え
る
と
復
活
は
容
易
で

は
な
い
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、

将
来
の
た
め
に
細
か
な
記
録
を
残
す
こ

と
も
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
前
山
郷
土
芸
能
の
Ｐ
Ｒ
を

　
毎
年
８
月
13
日
15
時
30
分
頃
か
ら
雷

皇
神
社
を
は
じ
め
に
集
落
内
５
ヶ
所
で

披
露
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
大
学
受
講
生
募
集

　
〜
各
校
と
も
５
月
開
校

ら、接着剤を使って飾りつけ、オリジナルのフォト
フレーム作りを楽しみました。～放課後子ども教室「鷹巣いきいきタイム」～

地域教育力の向上を目指して地域教育力の向上を目指して

　▲子どもの学びへの仕掛けづくりを学びました

いて語り、参加者は学力の高さと非認知能力の関わ
りと子どもの育成について理解を深めました。～地域学校協働活動推進研修会～

　

 

文
化
係 

☎
62‐

６
６
１
８

　

 

伊
勢
堂
岱
縄
文
館 

☎
84‐

８
７
１
０

問 伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
一
般
公
開

　

 

文
化
係 

☎
62‐

６
６
１
８

問 第
９
回
カ
ム
バ
ッ
ク
縄
文
サ
ー
モ
ン

　

 

前
田
公
民
館 

☎
84‐

８
７
７
０

問 新
公
民
館
長
の
就
任

栄公民館リニューアルオープン栄公民館リニューアルオープン

　▲公民館内の配置図

～利用申し込みを受付中～

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
の
未
来

を
時
間
を
か
け
て
つ
く
り
あ
げ
て
い
る

（
紡
ぐ
）
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
ど
の
よ
う
な
芸
能
で
す
か

　
前
山
郷
土
芸
能
の
始
ま
り
に
つ
い
て

は
、約
２
５
０
年
前（
江
戸
時
代
中
期
）

に
、
佐
竹
氏
が
秋
田
入
り
し
た
と
き
の

大
名
行
列
が
原
型
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
踊
り
は
、「
大
名
行
列
」「
獅
子
踊
り
」

「
奴
踊
り
」「
雑
魚
釣
り
舞
」
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
昔
は
「
棒
使
い
」
や
「
薙

刀
使
い
」
と
い
っ
た
演
目
も
あ
り
ま
し

た
。
奴
踊
り
は
元
々
ほ
か
の
地
域
の
も

の
を
取
り
入
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

○
前
山
郷
土
芸
能
保
存
会

　
会
長 

小
笠
原
忠
夫
さ
ん（
前
山
）

雑魚釣り舞を踊る小笠原会長（左側）

⑪

　子どもたちの放課後の安全・安心な居場所を確保
し、体験活動を通して遊んで学ぶ「放課後子ども教
室」が、２月19日に鷹巣小児童クラブで行われ、
小学生約60人が参加しました。
　この日は、大館市の子育て支援団体アミュージン
グサポート『あそぶ』（佐々木敦子代表）の皆さん
を講師に迎え、世界に１つだけのフォトフレーム作
りに挑戦しました。
　参加した児童は、造花やビーズなどの様々な飾り
をフォトフレームの木枠のどこに付けるか考えなが

　地域学校協働活動推進研修会「子どもの未来を考
える講演会」が、３月17日に北秋田市交流センター
で行われ、市内外から約50人が参加しました。
　この日は、岡山大学全学教育・学生支援機構准教
授の中山芳一さんを講師に迎え「学力テストでは測
れない非認知能力が子どもを伸ばす」と題し、講演
をしていただきました。非認知能力は、粘り強さや
協調性、自制心などのことで、主に家庭環境や学校
の課外活動で培われると言われています。中山先生
は、子どもたちの非認知能力を育てる取り組みにつ

　老朽化により改築工事が進められていた栄公民館
（亀山祐悦館長）が、４月１日にリニューアルオープ
ンしました。利用の申し込みは、栄公民館（☎62‐
0744）へ直接申し込みください。
◆会場使用料

大ホール

会議室３
（和室） 調理室

会議室１ 会議室２

ス
テ
ー
ジ

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

事
務
室

玄関

使用料（１時間当たり）
入場料なし 入場料あり

大ホール
会議室１～３
調理室

区　分

８１０円 １３５０円
２７０円 ４００円

５４０円

じ
ゃ
こ

申
問

申
問

申
問

申
問

　▲外観と広々とした大ホール
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北
秋
田
市
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想
画

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
、
３
月
２
日
に

北
秋
田
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
読
書
を
通
じ
て

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
毎

年
開
催
さ
れ
、
今
年
度
で
54
回
目
と
な
る

感
想
文
部
門
に
82
点
、
22
回
目
と
な
る
感

想
画
部
門
に
は
４
６
６
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
主
催
者
を
代
表
し
て

佐
藤
昭
洋
教
育
長
は
「
文
章
の
中
か
ら
自

分
の
心
が
動
か
さ
れ
た
言
葉
を
書
き
留
め

た
り
、
想
像
し
た
様
子
を
絵
で
表
し
た
り

し
て
周
り
の
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た

な
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
に
本
の
中
の
素
敵

鷹巣小学校３年の近藤快星さん

米内沢小学校６年の髙関侑亜さん

入賞者一人一人に賞状を授与

平
成
30
年
度
北
秋
田
市
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
30
年
度
北
秋
田
市
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

一
冊
の
本
か
ら
素
敵
な
世
界
へ

一
冊
の
本
か
ら
素
敵
な
世
界
へ

な
世
界
を
経
験
し
て
も
ら
え
る
。
こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん
読
書
を
し
て
も
ら
い
た

い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
応
募
さ
れ
た
感
想
文
・
感
想

画
の
講
評
が
発
表
さ
れ
た
あ
と
、
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
小
学
校
の
部
で
特
選
に
輝
い

た
鷹
巣
小
学
校
３
年
の
近
藤
快
星
さ
ん
と

米
内
沢
小
学
校
６
年
の
髙
関
侑
亜
さ
ん
が

受
賞
作
品
を
発
表
し
、
読
書
で
得
た
感
動

を
会
場
の
皆
さ
ん
に
伝
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
入
賞
者
一
人
一
人
に
佐
藤
教
育

長
か
ら
賞
状
が
手
渡
さ
れ
、
会
場
か
ら
は

入
賞
者
へ
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

《特選》 金澤奏和さん（鷹巣東保育園）
題名　パンダせんとうにいこうよ！
書名　パンダ銭湯

《特選》 バウティスタジュエルさん（鷹巣東小１年）
題名　すてきなかわいいぼうしやさん
書名　どんぐりむらのぼうしやさん

《特選》 土井佑月さん（綴子小１年）
題名　おじぞうさまに かさをあげたよ
書名　かさじぞう

《特選》 佐藤あおいさん（綴子保育園）
題名　ぐるんぱ いっしょにあそんでくれてありがとう
書名　ぐるんぱのようちえん

《
特
選
》 

佐
藤
暖
胡
さ
ん
（
鷹
巣
東
小
２
年
）

題
名　
た
の
し
い
パ
ン
の
町

書
名　
ビ
ッ
グ
パ
ー
ン
！

《特選》 大関夏偉さん（鷹巣小２年）
題名　かわいそうな ジュゴン
書名　ジュゴンのくる海

感想画コンクール 入賞者感想画コンクール 入賞者

金
澤
奏
和

佐
藤
あ
お
い

今
川
廉
心

佐
藤
小
百
合

福
田
漣
哉

佐
藤
圭
悟

長
崎
　
　
翔

長
崎
蒼
龍

原
田
桜
愛

佐
藤
朱
莉

佐
藤
佑
飛

河
田
樹
里

梅
井
　
　
伶

武
内
一
葉

坂
上
莉
桜

吉
田
光
我

庄
司
　
　
尋

鷹
巣
東
保

綴
子
保

綴
子
保

あ
い
か
わ
保

阿
仁
合
保

大
阿
仁
保

鷹
巣
東
保

鷹
巣
中
央
保

南
鷹
巣
保

七
日
市
保

し
ゃ
ろ
ー
む

あ
い
か
わ
保

あ
い
か
わ
保

あ
い
か
わ
保

あ
い
か
わ
保

米
内
沢
保

前
田
保

幼
稚
園
・
保
育
園
（
応
募
者
数
１
５
５
人
）

特
選

特
選

入
選

入
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

小
学
校
１
年
生
（
応
募
者
数
１
８
３
人
）

特
選

特
選

入
選

入
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

バ
ウ
テ
ィ
ス
タ 

ジ
ュエ
ル

土
井
佑
月

川
上
恋
璃

中
嶋
奈
々
美

杉
村
隆
太

伊
藤
幸
愛

佐
藤
大
志
郎

九
嶋
麗
央

松
橋
奏
太

戸
嶋
紗
華

布
田
結
音

松
橋
穂
果

橋
本
莉
空

辻

翠

武
内
慎
太
郎

鷹
巣
東
小

綴
子
小

鷹
巣
小

鷹
巣
小

鷹
巣
東
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
小

綴
子
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
南
小

米
内
沢
小

前
田
小

阿
仁
合
小

合
川
小

小
学
校
２
年
生
（
応
募
者
数
１
２
８
人
）

特
選

特
選

入
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

大
関
夏
偉

佐
藤
暖
胡

桜
井
琉
世

河
田
陽
裟

杉
渕
　
　
稟

本
城
谷
心
琴

金
田
唯
都

小
笠
原
　
楓

畠
山
煌
菜

羽
場
瑛
都

片
岡
叶
音

田
中
来
羽

高
堰
佳
祐

佐
藤
颯
太

工
藤
愛
郁
未

鷹
巣
小

鷹
巣
東
小

鷹
巣
小

鷹
巣
小

合
川
小

鷹
巣
小

綴
子
小

綴
子
小

鷹
巣
南
小

米
内
沢
小

前
田
小

阿
仁
合
小

大
阿
仁
小

合
川
小

合
川
小

か
な
と

れ
ん
し
ん

さ

ゆ

り

れ
ん
や

け
い
ご

か
け
る

そ
う
た

さ
い
ら

あ
か
り

ゆ
う
ひ

じ
ゅ
り

り
ょ
う

か
ず
は

り

お

こ
う
が

ひ
ろ

ゆ
づ
き

れ
ん
り

な

な

み

り
ゅ
う
た

ゆ
き
あ

だ
い
し
ろ
う

り

お

そ
う
た

さ
え
か

ゆ
い
ね

ほ
の
か

り

く
す
い

し
ん
た
ろ
う

か

い

は
る
こ

り
ゅ
う
せ
い

は
る
さ

り
ん

み
こ
と

ゆ
い
と

か
え
で

こ

な

え
い
と

か
な
と

こ
は
ね

け
い
す
け

そ
う
た

あ

い

み

近
藤
快
星

簾
内
夏
帆

山
城
侑
輝

松
岡
つ
ば
さ

佐
藤
陽
菜

金
　
　
心
愛

荒
川
遥
茉

佐
京
寛
淳

佐
藤
恵
都

工
藤
大
樹

松
橋
果
凜

兎
澤
新
菜

簾
内
陽
那
姫

佐
藤
瑚
々
渚

明
石
慶
吾

田
口　 

椿

小
笠
原
優
羽

鷹
巣
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
南
小

米
内
沢
小

綴
子
小

米
内
沢
小

阿
仁
合
小

阿
仁
合
小

合
川
小

米
内
沢
小

米
内
沢
小

阿
仁
合
小

鷹
巣
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
南
小

大
阿
仁
小

合
川
小

小
学
校
３
年
生
（
応
募
者
数
15
人
）

特
選

入
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

小
学
校
４
年
生
（
応
募
者
数
17
人
）

特
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

小
学
校
５
年
生
（
応
募
者
数
10
人
）

特
選

入
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

小
学
校
６
年
生
（
応
募
者
数
15
人
）

特
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

中
学
校
（
応
募
者
数
25
人
）

特
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

米
沢
　
　 

栞

長
谷
川
悠
月

石
崎
日
茉
莉

栗
谷
天
花

岩
川
心
春

小
笠
原
瑠
俐

吉
田
耀
斗

片
岡
優
惟

髙
関
侑
亜

武
石
伊
織

工
藤
奏
汰

佐
々
木
祥
英

村
井
七
奈
子

長
岐
透
亜

近
藤
柊
哉

三
澤
佑
子

柴
田
林
太

西
根
若
菜

土
佐
み
の
り

三
浦
萌
々
果

片
岡
歩
希

柴
田
栞
奈

米
内
沢
小

鷹
巣
小

米
内
沢
小

阿
仁
合
小

鷹
巣
東
小

鷹
巣
南
小

米
内
沢
小

合
川
小

米
内
沢
小

米
内
沢
小

合
川
小

鷹
巣
小

鷹
巣
小

鷹
巣
南
小

米
内
沢
小

鷹
巣
中
２
年

阿
仁
中
２
年

森
吉
中
１
年

森
吉
中
２
年

鷹
巣
中
１
年

森
吉
中
１
年

森
吉
中
１
年

か
い
せ
い

か

ほ

ゆ
う
き  

 ひ

な

み
の
り

は
る
ま

ひ
ろ
あ
つ

け
い
と

た
い
き

か
り
ん

に
い
な

ひ

な

き

こ

こ

な

け
い
ご

つ
ば
き

ゆ

う

し
お
り

は
る
な

ひ

ま

り

て
ん
か

こ
は
る

る

り

あ
き
と

ゆ

い

ゆ

あ

い
お
り

か
な
た

し
ょ
う
え
い

な

な

こ

と
う
あ

し
ゅ
う
や

ゆ
う
こ

り
ん
た

わ
か
な

も

も

か

ほ
ま
れ

か
ん
な

感
想
文

　

コ
ン
ク
ー
ル

　

     

入
賞
者

感
想
文

　

コ
ン
ク
ー
ル

　

     

入
賞
者
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３
月
定
例
議
会

行
政
報
告
(1)

　
総
務
部
関
係

■
総
務
課

　
平
成
30
年
度
職
員
採
用
試
験
（
追
加
募

集
）
は
、
大
学
卒
業
程
度
一
般
行
政
５
人
、

土
木
技
師
２
人
を
合
格
者
と
し
て
告
示
し

ま
し
た
。

　
防
災
ラ
ジ
オ
を
、
貸
与
申
し
込
み
の

あ
っ
た
市
民
や
事
業
所
等
に
対
し
12
月
３

日
か
ら
配
布
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
米
代
川
大
規
模
氾
濫
時
の
住
民
避
難
を

想
定
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
行
動
計
画
）

に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
事
前
説
明

会
が
、
１
月
18
日
に
国
土
交
通
省
能
代
河

川
国
道
事
務
所
と
北
秋
田
市
の
合
同
で
行

わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、

２
月
８
日
に
開
催
さ
れ
、
災
害
体
制
に
お

け
る
庶
務
班
、救
助
班
、文
教
班
が
参
加
し
、

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
深
度
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
空
家
等
対
策
協
議
会
が
、
１

月
29
日
に
開
催
さ
れ
、
特
定
空
家
等
の
判

断
・
認
定
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
特
定

空
家
等
と
し
て
３
件
認
定
し
ま
し
た
。

■
総
合
政
策
課

　
秋
田
県
等
主
催
の
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
in

秋
田
が
、
12
月
30
日
に
秋
田
拠
点
セ
ン

タ
ー
ア
ル
ヴ
ェ
で
開
催
さ
れ
、
企
業
51
社
、

県
内
６
市
町
村
等
と
と
も
に
出
展
し
、
秋

田
県
へ
の
就
職
と
移
住
を
検
討
し
て
い
る

帰
省
客
や
学
生
等
約
４
０
０
人
の
来
場
の

も
と
、
本
市
の
制
度
や
北
秋
田
暮
ら
し
の

情
報
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
高
校
生
と
語
る
北
秋
田
市
を
テ
ー
マ
に

市
長
と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
第
２
回
）
を
12
月
26
日
に
市
民
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
、
ト
ラ
男
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
武
田
昌
大
さ
ん
を
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
に
、
市
内
で
生
ま
れ
育
っ
た
高

校
２
年
生
10
人
と
と
も
に
市
に
対
し
て
考

え
て
い
る
こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ
と
を
本

　
平
成
31
年
３
月
定
例
議
会
は
、
２
月
28
日
に
開
会
し
、
３
月
14
日
ま
で

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
、
上
程
さ
れ
た

各
議
案
の
大
綱
質
疑
、
ま
た
、
４
日
と
５
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
６
日
か
ら
は
、
各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
査
し
14

日
の
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

音
で
語
り
合
い
、
一
般
傍
聴
者
か
ら
も
意

見
を
述
べ
て
も
ら
う
な
ど
、
来
場
者
参
加

型
の
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　
第
４
回
北
秋
田
移
住
定
住
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ス
ム
ス
ム
全
体
会
議
が
、
１
月
６
日
に

市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、
出
席

し
た
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
か
ら
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
今
後
の
活
動

や
交
流
事
業
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
市
の
ふ
る
さ
と
大
使
で
あ
る
豪
風
旭
関

の
大
相
撲
初
場
所
応
援
ツ
ア
ー
が
、
１
月

14
日
と
15
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、
市
長
を

は
じ
め
市
民
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
両

国
国
技
館
で
本
場
所
の
取
組
を
応
援
し
た

ほ
か
、
夕
食
会
で
は
、
豪
風
旭
関
を
招
い

て
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
市
民
と
交
流
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
秋
田
内
陸
線
市
場
が
、
12
月
８
日
か
ら

９
日
と
１
月
19
日
か
ら
20
日
に
Ｊ
Ｒ
東
日

本
秋
田
駅
東
西
連
絡
通
路（
ぽ
ぽ
ろ
ー
ど
）

を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
秋
田
内
陸
線
沿
線

の
地
場
産
品
販
売
及
び
沿
線
の
魅
力
紹
介

と
Ｐ
Ｒ
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
北
秋
田
の
お
ひ
な
ま
つ
り
が
、
２
月
17

日
か
ら
３
月
３
日
に
か
け
て
阿
仁
ふ
る
さ

と
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
雛
人
形

や
高
さ
２
・
５
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
つ
る

し
雛
を
は
じ
め
御
殿
ま
り
、
押
し
絵
な
ど

４
０
０
点
以
上
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
期

間
中
は
、
内
陸
線
の
列
車
内
を
子
ど
も
た

ち
が
描
い
た
絵
や
つ
る
し
雛
で
装
飾
し
た

「
お
ひ
な
様
列
車
」
を
運
行
し
ま
し
た
。

　　
財
務
部
関
係

■
財
政
課

　
平
成
30
年
11
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
１

月
31
日
ま
で
の
工
事
等
発
注
状
況
（
５
０

０
万
円
以
上
）
は
33
件
、
契
約
額
は
９
億

１
３
６
１
万
４
０
０
０
円
で
す
。

　
市
民
生
活
部
関
係

■
生
活
課

　
し
尿
処
理
施
設
建
設
工
事
は
、
多
少
雪

の
影
響
が
あ
る
も
の
の
、
１
月
末
現
在
で

進
捗
率
が
約
17
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
ネ

ル
ギ
ー
回
収
推
進
施
設
は
、
適
正
な
運
転

管
理
が
恒
常
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
供
用

開
始
２
年
目
に
向
け
て
順
調
に
推
移
し
て

い
ま
す
。

　
消
費
生
活
は
、
安
全
三
法
に
基
づ
く
立

入
検
査
を
12
月
27
日
に
市
内
４
店
舗
に
お

い
て
実
施
し
、
日
常
使
用
す
る
生
活
商
品

や
暖
房
器
具
な
ど
の
検
査
対
象
商
品
が
全

て
適
正
に
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　　
安
全
祈
願
式
及
び
査
閲
式
が
、
北
秋
田

地
区
交
通
指
導
隊
連
合
会
と
防
犯
指
導
隊

連
合
会
の
合
同
で
１
月
６
日
に
合
川
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
安
全
祈
願
式
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
合
会
が
活
動
の
安
全

を
祈
願
し
、
査
閲
式
で
は
服
装
及
び
規
律

の
確
認
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
長
が

交
通
事
故
防
止
及
び
犯
罪
防
止
活
動
を
宣

言
し
、
隊
の
意
志
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

■
市
民
課

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
枚
数
は
、
１

月
末
で
３
２
４
５
枚
、
交
付
枚
数
は
２
６

４
６
枚
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
知

カ
ー
ド
を
受
け
渡
し
で
き
ず
に
市
が
保
管

し
て
い
る
件
数
は
95
件
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
世
帯
数
は
、
１

月
末
で
４
８
３
６
世
帯
、
被
保
険
者
数
は

７
１
７
８
人
で
、
そ
の
う
ち
前
期
高
齢
者

は
４
０
８
７
人
で
す
。

　
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
記
念
証
の
交

付
枚
数
は
、
１
月
末
で
出
生
記
念
証
が
１

１
２
枚
、
結
婚
記
念
証
が
46
枚
の
計
１
５

８
枚
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
数

は
、
１
月
末
で
７
８
７
０
人
で
、
そ
の
う

ち
若
年
障
害
者
認
定
数
は
１
９
９
人
で
す
。

　
健
康
福
祉
部
関
係

■
福
祉
課

　
平
成
31
年
度
保
育
所
等
の
1
月
末
時
点

で
の
入
所
申
し
込
み
状
況
は
７
５
９
人
と

な
っ
て
お
り
、
平
成
30
年
度
当
初
の
入
所

児
童
数
と
比
較
し
て
４
人
の
増
で
す
。

■
高
齢
福
祉
課

　
福
祉
の
雪
事
業
は
、
１
月
末
の
登
録
世

帯
は
８
３
０
世
帯
で
、
昨
年
度
末
よ
り
27

世
帯
減
少
し
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
が
６
５
６
世
帯
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
１
４
２
世
帯
、
そ

の
他
の
世
帯
が
32
世
帯
で
す
。

　
新
年
度
か
ら
３
圏
域
と
な
る
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
体
制
が
円
滑
に
移
行

す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
医
療
健
康
課

　
成
人
保
健
事
業
は
、
す
こ
や
か
健
康
講

座
を
、
12
月
21
日
と
１
月
16
日
に
２
回
実

施
し
、
延
べ
１
５
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
い
の
ち
支
え
る
自
殺
対
策
計

画
策
定
の
一
環
事
業
と
し
て
、
市
内
小
学

５
年
生
と
中
学
２
年
生
を
対
象
に
い
の
ち

と
こ
こ
ろ
の
健
康
標
語
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
２
８
５
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
数
点
を
２
０
１
９
年
度
保
存
版
健

康
ガ
イ
ド
に
掲
載
し
、
自
殺
予
防
に
つ
い

て
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

　
12
月
末
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

者
数
は
、
高
齢
者
が
６
７
９
１
人
、
子
ど

も
と
妊
婦
が
３
１
０
９
人
で
、
高
齢
者
の

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
４
９
６
人
が
接
種

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
北
秋
田
市
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
事

業
は
、
市
民
公
開
講
座
を
12
月
13
日
に
文

化
会
館
で
開
催
し
、
市
内
外
の
参
加
者
約

５
０
０
人
が
認
知
症
へ
の
意
識
の
向
上
と

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
献
血
推
進
事
業
は
、
12
月
末
で
７
１
８

人
の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 　

第
２
回
認
知
症
部
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
１
月
19
日
に
開
催
し
、
医
療
介
護
事
業

所
か
ら
41
人
が
参
加
し
て
困
難
事
例
対
応

へ
の
研
修
等
を
行
い
ま
し
た
。

■
診
療
所

　
11
月
か
ら
１
月
ま
で
の
市
立
３
診
療
所

の
外
来
患
者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
阿
仁
診
療
所
は
、
内
科
１
９
７
３
人
で

前
年
同
期
比
35
人
減
、
外
科
２
１
６
４
人

で
同
69
人
減
、
歯
科
９
３
５
人
で
同
１
４

３
人
の
増
で
す
。
合
川
診
療
所
は
１
９
０

６
人
で
前
年
同
期
比
２
５
４
人
減
で
す
。

米
内
沢
診
療
所
は
、
内
科
３
６
８
４
人
で

前
年
同
期
比
60
人
減
、
小
児
科
８
８
１
人

で
同
１
２
３
人
増
、
整
形
外
科
６
９
９
人

で
同
１
０
６
人
減
、
脳
血
管
外
科
１
２
９

人
で
同
63
人
減
、
心
臓
血
管
外
科
16
人
で

同
14
人
の
減
で
す
。

　
阿
仁
診
療
所
改
築
工
事
は
、
12
月
25
日

か
ら
着
工
し
、
11
月
末
の
完
成
に
向
け
て

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

▲雛人形など多くの作品が並んだ北秋田の
おひなまつり

▲高校生と語り合った市長と語ろう！タウン
ミーティング

▲交通事故防止及び犯罪防止活動を宣言した
安全祈願式典及び査閲式

▲認知症について理解を深めた市民公開講座
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３
月
定
例
議
会

行
政
報
告
(2)

　
産
業
部
関
係

■
農
林
課

　
北
秋
田
市
農
業
再
生
協
議
会
臨
時
総
会

を
１
月
16
日
に
開
催
し
、
北
秋
田
市
の
生

産
の
目
安
を
１
万
６
１
１
６
ト
ン
、
面
積

換
算
値
で
は
２
９
９
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
、

Ｊ
Ａ
に
１
万
５
９
４
８
ト
ン
、
出
荷
事
業

者
に
１
６
８
ト
ン
の
生
産
の
目
安
を
示
し

ま
し
た
。
今
後
は
、Ｊ
Ａ
等
か
ら
各
農
業

者
へ
目
安
が
配
分
さ
れ
ま
す
。

　
林
道
改
良
事
業
は
、
大
森
線
の
路
側
施

設
改
築
工
事
が
完
了
し
、
森
林
整
備
に
関

わ
る
車
両
が
通
行
し
て
お
り
、
今
後
も
通

行
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
市
有
林
間
伐
事
業
（
根
仮
戸
）
は
、
約

30
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
間
伐
が
順
調
に
推
移
し

業
務
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　
森
林
病
害
虫
等
防
除
事
業
の
樹
幹
注
入

は
、
中
央
公
園
の
ア
カ
マ
ツ
を
対
象
に
実

施
し
て
お
り
、
今
後
も
事
業
の
継
続
に
よ

り
松
林
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　
局
所
防
災
事
業
の
岩
脇
地
区
山
腹
工
事

及
び
林
業
研
修
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
は
、

順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
今
後
も
周
辺
環

境
に
配
慮
し
な
が
ら
工
事
を
進
め
ま
す
。

■
商
工
観
光
課

　
ま
ち
の
賑
わ
い
づ
く
り
推
進
事
業
は
、

鷹
巣
地
区
中
心
商
店
街
の
冬
の
賑
わ
い
の

創
出
と
し
て
、
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
第
11
回
北
秋
田
き
ら
き

ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
12
月
９
日
か
ら
２

月
３
日
ま
で
開
催
し
、
米
代
児
童
公
園
の

Ｓ
Ｌ
車
両
や
樹
木
を
電
飾
し
、
商
店
街
と

連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
企
業
誘
致
対
策
は
、
秋
田
県
企
業
誘
致

推
進
協
議
会
主
催
の
秋
田
県
・
県
内
市
町

村
と
関
西
圏
企
業
と
の
懇
談
会
が
、
１
月

23
日
に
大
阪
で
、
24
日
に
は
秋
田
県
・
県

内
市
町
村
と
首
都
圏
企
業
と
の
懇
談
会
が
、

東
京
で
開
催
さ
れ
、
本
市
の
誘
致
企
業
を

は
じ
め
秋
田
県
内
関
連
企
業
と
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
日
本
三
大
樹
氷
ブ
ラ
ン
ド
化
誘
客
推
進

に
つ
い
て
は
、
山
形
市
蔵
王
、
青
森
市
八

甲
田
と
の
三
市
連
携
の
Ｆ
Ａ
Ｍ
ツ
ア
ー
を
、

１
月
22
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
海
外
旅
行

業
者
や
マ
ス
コ
ミ
を
招
い
て
実
施
し
た
ほ

か
、
国
際
樹
氷
サ
ミ
ッ
ト
北
秋
田
を
、
１

月
26
日
に
開
催
し
「
個
性
・
連
携
・
樹
氷

の
未
来
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
樹
氷
の
素

晴
ら
し
さ
を
広
く
伝
え
る
と
と
も
に
、
魅

力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に
向
け
た
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
の
１
月
末
ま
で

の
来
場
者
数
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め

１
万
５
３
７
８
人
で
す
。

　
第
25
回
も
ち
っ
こ
市
が
、
２
月
９
日
と

10
日
に
道
の
駅
た
か
の
す
駐
車
場
で
開
催

さ
れ
、
特
設
テ
ン
ト
内
に
設
置
さ
れ
た
飲

食
及
び
物
販
ブ
ー
ス
で
は
、
北
あ
き
た
バ

タ
ー
餅
を
は
じ
め
、
手
作
り
餅
や
お
焼
き

餅
、
地
元
特
産
品
が
販
売
さ
れ
、
多
数
の

来
場
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
建
設
部
関
係

■
都
市
計
画
課

　
南
鷹
巣
団
地
建
替
事
業
は
、
３
棟
12
戸

に
係
る
解
体
工
事
を
、
３
月
の
完
了
に
向

け
て
、
順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

■
建
設
課

　
道
路
等
維
持
事
業
は
、
交
通
安
全
施
設

工
事
（
神
成
大
岱
線
）
ほ
か
２
件
を
発
注

し
、
排
水
維
持
工
事
（
李
岱
芹
沢
線
）
ほ

か
５
件
が
完
成
。
道
路
改
良
工
事
は
、
糠

沢
田
町
線
を
発
注
し
、
高
村
岱
４
号
線
ほ

か
２
件
が
完
成
。
橋
り
ょ
う
維
持
工
事
は
、

道
上
沢
橋
を
発
注
し
、
志
渕
内
橋
ほ
か
２

件
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
防
災
・
安
全
交
付
金
事
業
は
、
ト
ン
ネ

ル
補
修
工
事（
根
子
ト
ン
ネ
ル
）を
発
注
し
、

道
路
橋
定
期
点
検
業
務
委
託
が
完
了
し
ま

し
た
。
河
川
維
持
工
事
は
、
田
沢
川
ほ
か

１
件
を
発
注
し
、
大
清
水
川
ほ
か
１
件
が

完
成
し
ま
し
た
。

　
公
共
土
木
災
害
復
旧
工
事
は
、
道
路
災

害
復
旧
工
事
（
向
田
喜
鵲
線
）
を
発
注
し
、

河
川
災
害
復
旧
工
事
（
田
沢
川
）
ほ
か
５

件
が
完
成
し
ま
し
た
。
災
害
復
旧
工
事
は
、

三
枚
向
林
線
ほ
か
２
件
を
発
注
し
ま
し
た
。

　
除
雪
事
業
は
、
12
月
９
日
に
最
初
の
出

動
を
行
っ
て
お
り
、
１
月
末
現
在
の
一
斉

出
動
日
数
は
、
鷹
巣
地
区
16
日
、
合
川
地

区
20
日
、
森
吉
地
区
19
日
、
阿
仁
地
区
28

日
で
す
。

■
上
下
水
道
課

　
上
水
道
事
業
は
、
森
吉
地
区
水
道
施
設

解
体
工
事
及
び
増
沢
地
区
給
水
取
出
し
工

事
（
第
１
工
区
）
が
完
成
し
、
小
又
地
区

消
火
栓
取
替
工
事
を
発
注
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
鷹
巣
処
理
区
に

お
い
て
面
整
備
工
事
３
件
が
完
成
し
、
新

た
に
１
件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。

　
業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、
地
質
調
査
業

務
委
託
１
件
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
は
、
鷹
巣
地
区

10
基
、
合
川
地
区
１
基
、
阿
仁
地
区
１
基

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
消
防
本
部
関
係

■
常
備
消
防

　
平
成
30
年
12
月
か
ら
平
成
31
年
１
月
ま

で
の
火
災
件
数
は
、
住
宅
火
災
の
全
焼
２

件
を
含
む
３
件
で
す
。
救
急
出
場
件
数
は

２
７
０
件
で
、
う
ち
急
病
が
１
８
６
件
で

す
。
救
急
救
命
士
の
行
っ
た
医
療
処
置
は

血
管
確
保
が
10
件
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
投
与
、

気
管
挿
管
が
各
３
件
、
除
細
動
１
件
で
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
は
、
三
次
医
療
機
関

へ
の
転
院
が
５
件
、
救
急
現
場
か
ら
の
要

請
が
１
件
で
す
。
救
助
出
場
件
数
は
、
交

通
事
故
が
９
件
で
そ
の
他
が
１
件
で
す
。

　
能
代
河
川
国
道
事
務
所
が
主
催
す
る
冬

季
雪
害
対
応
訓
練
が
、
11
月
29
日
に
警
察
、

道
の
駅
関
係
者
、
市
職
員
な
ど
約
40
人
が

参
加
し
て
道
の
駅
た
か
の
す
で
行
わ
れ
、

冬
季
の
急
激
な
積
雪
に
よ
り
ス
タ
ッ
ク
が

発
生
し
渋
滞
が
長
時
間
に
な
っ
た
こ
と
を

想
定
し
、
避
難
者
の
安
全
確
保
を
図
る
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

■
非
常
備
消
防

　
平
成
31
年
北
秋
田
市
消
防
出
初
式
が
、

１
月
４
日
に
開
催
さ
れ
、
消
防
団
員
約
５

０
０
人
が
参
加
し
て
分
列
行
進
や
式
典
を

行
い
、
無
火
災
、
無
災
害
そ
し
て
無
事
故

を
誓
い
ま
し
た
。

　
第
65
回
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
火
災

想
定
訓
練
が
、
市
内
４
地
区
で
行
わ
れ
、

火
災
発
生
時
の
伝
達
訓
練
や
放
水
に
よ
る

防
御
訓
練
を
行
い
、
地
域
住
民
と
の
初
動

対
応
に
お
け
る
連
携
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
関
係

■
総
務
課

　
教
育
留
学
事
業
は
、
短
期
チ
ャ
レ
ン
ジ

留
学
Ⅱ
を
12
月
25
日
か
ら
29
日
に
か
け
て

行
い
、
県
外
か
ら
28
人
の
小
・
中
学
生
が

参
加
し
、
ス
キ
ー
や
き
り
た
ん
ぽ
作
り
な

ど
の
体
験
活
動
の
ほ
か
に
、
市
民
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
で
国
語
、
社
会
、
算
数
、
外
国

語
な
ど
の
授
業
も
体
験
し
ま
し
た
。

　
小
・
中
学
校
の
施
設
設
備
に
つ
い
て
は
、

阿
仁
合
小
学
校
及
び
鷹
巣
中
学
校
の
防
火

設
備
改
修
工
事
、
鷹
巣
東
小
学
校
特
別
支

援
教
室
他
改
修
工
事
な
ど
を
発
注
し
、
整

備
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
学
校
教
育
課

　
全
国
中
学
生
駅
伝
競
走
大
会
に
鷹
巣
中

学
校
女
子
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
７
位
入
賞

と
健
闘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
月
11
日
か

ら
開
催
さ
れ
た
全
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

で
は
、
合
川
中
学
校
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

が
優
勝
し
、
３
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
で
も

２
年
連
続
で
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
市
教
育
セ
ン
タ
ー
所
員
発
表
会
が
、
１

月
11
日
に
行
わ
れ
、
教
育
実
践
等
に
つ
い

て
３
組
の
発
表
を
通
し
て
、
所
員
の
授
業

改
善
・
指
導
力
向
上
に
向
け
た
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
文
部
科
学
省
中
央

教
育
審
議
委
員
生
重
幸
恵
氏
に
よ
る
講
演

を
行
い
、
地
域
学
校
協
働
の
必
要
性
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
来
年
度
の
市
内
の
入
学
予
定
者
数
は
、

１
月
末
現
在
で
小
学
校
１
５
４
人
、
中
学

校
１
８
５
人
で
す
。

■
生
涯
学
習
課

　
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
を
12
月
13
日
に
市

民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
、
自
主

サ
ー
ク
ル
や
各
種
団
体
が
ス
テ
ー
ジ
で
日

頃
の
成
果
を
披
露
し
た
ほ
か
、
展
示
や
体

験
コ
ー
ナ
ー
で
は
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
伊
勢
堂
岱
縄
文
館
講
座
Ⅱ・
Ⅲ
を
12
月

15
日
と
１
月
12
日
に
開
催
し
、「
増
え
す
ぎ

た
人
口
が
環
状
列
石
を
生
ん
だ
」「
遺
跡
を

保
存
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
、

１
０
７
人
が
参
加
し
て
縄
文
時
代
の
豊
か

さ
や
遺
跡
の
保
存
の
大
切
さ
と
難
し
さ
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
で
は
、
成
田
為
三
生

誕
１
２
５
周
年
・
浜
辺
の
歌
音
楽
館
開
館

30
周
年
記
念
「
音
楽
館
ツ
リ
ー
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
セ
レ
モ
ニ
ー
」
を
12
月

15
日
に
行
い
、
米
内
沢
地
区
の
各
団
体
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
電
飾
を
点
灯
し
、
浜
辺
の

歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
が
幻
想
的
な

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
第
12
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
を
、

１
月
27
日
に
開
催
し
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
、
ア
ル
ペ
ン
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
各

競
技
に
５
歳
か
ら
81
歳
ま
で
の
77
人
の
市

民
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
市
民
プ
ー
ル
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、

１
月
４
日
か
ら
１
月
末
ま
で
の
工
期
で
改

修
し
、
２
月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　
第
64
回
北
秋
田
学
童
ス
キ
ー
大
会
を
２

月
３
日
に
開
催
し
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

は
大
館
能
代
空
港
緑
地
広
場
、
ア
ル
ペ
ン

競
技
は
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
を
会
場
に
、

北
秋
田
市
か
ら
44
人
の
小
学
生
が
参
加
し
、

各
競
技
で
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。

▲大勢の人でにぎわったもちっこ市

▲消防訓練に取り組んだ文化財防火デー

▲熱戦を繰り広げた北秋田学童スキー大会
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■
総
務
部

総
務
部
長

河
田
浩
文

（
財
務
部
長
）

▽
総
務
課
／
総
務
係
＝
☆
佐
藤
可
奈
子

（
高
齢
福
祉
課
）・
畠
山
英
利
・
渡
辺
大

輔
／
危
機
管
理
係
＝
☆
成
田
周
英
（
上

下
水
道
課
）

▽
総
合
政
策
課
／
移
住
・
定
住
支
援
室
＝

☆
佐
藤
孝
一
（
都
市
計
画
課
）・
松
尾 

周
／
広
報
係
＝
☆
秋
元
泰
之（
福
祉
課
）・

櫻
田
貴
美
子

▽
内
陸
線
再
生
支
援
室
／
宮
野
俊
人

 
■
総
務
部
付
職
員　
〈
　
〉
は
派
遣
先

　
村
上
朋
貴
〈
内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推

進
室
〉
／
千
葉
祐
幸
〈
秋
田
県
産
業
労

働
部
産
業
集
積
課
〉
／
杉
沢
朋
映
〈
秋

田
県
企
画
振
興
部
市
町
村
課
〉
／
森
川 

岳〈
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
〉

  

■
財
務
部

財
務
部
長

佐
藤 

進

（
産
業
部
政
策
監
）

▽
財
政
課
／
財
政
係
＝
鈴
木
祥
仁
／
管
財

係
＝
佐
藤
伸
秋

▽
税
務
課
／
課
長
＝
野
呂
雅
弘（
税
務
課
）

　
／
市
税
係
＝
山
田
和
人
・
日
下
部
祥
太

／
収
納
係
＝
☆
鈴
木
博
幸
（
生
活
課
）

 

■
市
民
生
活
部

▽
生
活
課
／
課
長
＝
佐
藤
信
也
（
税
務
課

長
）／
地
域
推
進
係
＝
☆
木
村
寛
二（
高

齢
福
祉
課
）・
山
田
将
大

▽
市
民
課
／
課
長
＝
小
笠
原 

武
（
会
計

課
長
）
／
市
民
係
＝
佐
々
木
美
希
・
熊

谷
真
衣
子
／
国
保
年
金
係
＝
☆
渡
辺
靖

光
（
総
合
政
策
課
）・
櫻
庭
和
哉
・
田

中
有
羽

▽
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
セ
ン
タ
ー
長

＝
松
橋
み
ど
り
（
総
務
課
）
／
市
民
生

活
係
＝
☆
小
笠
原
朋
子
（
合
川
総
合
窓

口
セ
ン
タ
ー
）・
金
田
宗
也
・
桜
庭
遼
平

▽
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
セ
ン
タ
ー

長
＝
木
村
謙
一
（
福
祉
課
）
／
市
民
生

活
係
＝
佐
藤
美
穂
・
佐
藤
香
奈
子
／
前

田
出
張
所
＝
平
川
真
由
美

▽
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
大
阿
仁
出

張
所
＝
伊
藤
智
恵
子

 

■
健
康
福
祉
部

▽
福
祉
課
／
課
長
＝
佐
藤
栄
作
（
森
吉
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
長
）
／
保
護
係
＝
☆

鈴
木
政
行
（
福
祉
課
）・
永
井
公
也
・

北
林
麟
太
郎
／
地
域
障
が
い
福
祉
係
＝

髙
橋
浩
二
／
こ
ど
も
福
祉
係
＝
☆
片
岡

　
喜
輝
（
福
祉
課
）・
村
形
晴
樹
／
あ
い

か
わ
保
育
園
＝
☆
庄
司
美
佳
子
（
あ
い

か
わ
保
育
園
）・
福
岡
佳
奈
／
米
内
沢

保
育
園
＝
☆
土
濃
塚
悦
子
（
あ
い
か
わ

保
育
園
）・
藤
島
麻
有
子
／
前
田
保
育

園
＝
金 

尚
美
／
阿
仁
合
保
育
園
＝
柴

田
洋
子
／
大
阿
仁
保
育
園
＝
☆
柴
田
昌

子
（
阿
仁
合
保
育
園
）

▽
高
齢
福
祉
課
／
介
護
保
険
係
＝
☆
福
原

稲
子
（
市
民
課
）・
小
笠
原
啓
仁
・
松

尾
志
帆
／
高
齢
福
祉
係
＝
木
村
由
美
子
・

梅
本
美
由
喜
・
工
藤
和
歌
子
・
佐
藤
稚

子
・
片
岡 

透

▽
医
療
健
康
課
／
課
長
＝
石
上
和
彦
（
福

祉
課
長
）
／
地
域
医
療
対
策
室
＝
中
嶋

翔
太
／
健
康
推
進
係
＝
松
橋
睦
子
・
津

谷
侑
希

▽
合
川
診
療
所
／
工
藤
行
子

▽
阿
仁
診
療
所
／
鈴
木
栄
子

▽
米
内
沢
診
療
所
／
吉
田
以
真
子
／
櫻
田

真
由
美

 

■
産
業
部

産
業
部
長

金
澤
聡
志

（
教
育
委
員
会
総
務
課
長
）

政
策
監

石
崎
賢
一

（
医
療
健
康
課
長
）

▽
農
林
課
／
農
業
振
興
係
＝
☆
日
下
部
公

信
（
建
設
課
）・
田
村
明
輝
／
林
業
振

興
係
＝
藤
田 

学
・
長
岐
英
泰
・
杉
渕

亜
希

▽
商
工
観
光
課
／
商
工
労
働
係
＝
☆
金 

英
則
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）・
畠
山
裕

尚
／
観
光
振
興
係
＝
鈴
木
布
由
子

 

■
建
設
部

▽
都
市
計
画
課
／
都
市
計
画
住
宅
係
＝
☆

武
石
安
弘
（
商
工
観
光
課
）・
櫻
田
正

明
▽
建
設
課
／
管
理
係
＝
☆
小
塚
重
光
（
農

林
課
）・
冨
谷
和
史
／
工
務
係
＝
☆
中

林
藤
洋
（
建
設
課
）・
佐
藤 

健
・
鈴
木

孝
光

▽
上
下
水
道
課
／
業
務
係
＝
疋
田
知
機
／

下
水
道
係
＝
☆
柳
谷
重
光
（
議
会
事
務

局
）・
岸
野
泰
晴
・
松
岡
正
晃
・
髙
橋

将
智

 

■
会
計

▽
会
計
課
／
課
長
＝
米
澤
田 

茂
（
農
業

委
員
会
事
務
局
長
）
／
杉
渕
典
子

 

■
議
会
事
務
局

▽
佐
藤 

敦

 

■
教
育
委
員
会
事
務
局

▽
総
務
課
／
課
長
＝
金
田
浩
樹
（
学
校
教

育
課
）
／
総
務
係
＝
佐
藤 

誠
／
も
り

よ
し
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
＝
後
藤
政
人

▽
学
校
教
育
課
／
推
進
監
＝
武
石
祐
子

（
県
教
育
委
員
会
）
／
義
務
教
育
係
＝

☆
佐
藤
貴
子
（
消
防
本
部
総
務
課
）・

小
林 

慶
・
保
坂
名
菜
／
大
阿
仁
小
学

校
＝
新
林
正
美

▽
生
涯
学
習
課
／
生
涯
学
習
係
＝
中
島
礼

美
・
奥
山
信
仁
／
阿
仁
公
民
館
＝
柴
田 

勲
／
文
化
係
＝
柴
田 

亨
／
鷹
巣
図
書

館
＝
菊
地
さ
よ
子

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
／
ス
ポ
ー
ツ
係
＝
☆

加
藤
裕
久
（
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
）・

久
留
嶋
喜
経

 

■
農
業
委
員
会
事
務
局

局
長
＝
藤
原
甚
英
（
生
活
課
長
）

 

■
消
防
本
部

▽
総
務
課
＝
福
嶋
智
美

▽
消
防
署
／
副
署
長
＝
中
嶋 

忍
（
副
署

長
兼
救
急
主
幹
）
／
救
急
係
＝
☆
千
葉

隆
人
（
総
務
課
）
／
予
防
係
＝
☆
小
坂

重
人
（
合
川
分
署
）
／
設
備
係
＝
☆
小

塚
儀
彦
（
消
防
署
）
／
小
笠
原 

力
・

中
嶋
則
幸
・
鈴
木
博
喜
・
五
十
嵐
高
次
・

長
谷
川
裕
也
・
伊
藤 

剛
・
杉
渕
絢
也
・

　
櫻
田
優
平
・
藤
嶋
梢
平
・
佐
藤
健
翔
・

浅
野
喜
孝
・
大
川
翔
平

▽
森
吉
分
署
／
加
藤 

徹
・
金
田
光
明
・

佐
藤
一
彦
・
高
橋
拓
人
・
成
田
聖
仁
・

本
城
谷
真
也
・
佐
藤
友
希

▽
阿
仁
分
署
／
田
口
貴
輝
・
成
田
佑
吾
・

櫻
田
敬
大
・
津
谷 

翔

▽
合
川
分
署
／
☆
長
崎 

馨
（
消
防
署
）・

近
藤
高
広
・
田
中
宏
和
・
三
沢
慶
太
・

野
呂
俊
樹
・
中
嶋
晃
大

▽
上
小
阿
仁
分
署
／
小
林
孝
広
・
松
井
信

人
・
吉
田
富
昭
・
佐
藤
勝
人
・
中
嶋
健
太
・

齋
藤
将
太
・
石
川
功
太

 

■
新
規
採
用
職
員　
〈
　
〉
は
配
属
先

▽
市
長
部
局
及
び
教
育
委
員
会
部
局

　
佐
藤
春
生〈
収
納
係
〉／
藤
嶋
陽
苗〈
合

川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
〉
／
伊
藤
希
望

〈
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
〉
／
西
村

大
智
〈
保
護
係
〉
／
大
野
恭
介
〈
地
域

障
が
い
福
祉
係
〉
／
湊 

彩
歩
〈
高
齢

福
祉
係
〉／
佐
藤
孝
行〈
農
業
振
興
係
〉

／
菅
原
徳
人
〈
観
光
振
興
係
〉
／
金
田

和
也〈
工
務
係
〉／
櫻
庭 

望〈
水
道
係
〉

 

■
再
任
用　
〈
　
〉
は
配
属
先

▽
市
長
部
局
及
び
教
育
委
員
会
部
局

　
石
川
博
志〈
財
政
係
〉／
中
嶋
健
文〈
市

税
係
〉
／
清
水 
悟
〈
環
境
係
〉
／
佐
々

木
満
寿
子
〈
米
内
沢
保
育
園
〉
／
奥
山

富
夫
〈
合
川
診
療
所
〉

 

■
退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

　
石
川
博
志
（
総
務
部
長
）
／
畠
山
久
子

（
総
合
政
策
課
主
幹
）
／
清
水 

悟
（
生

活
課
参
事
）
／
畠
山 

誠
（
市
民
課
長
）

／
吉
田
幸
子
（
合
川
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
長
）／
畠
山
季
樹（
福
祉
課
主
任
）

／
柏
木
美
貴
子（
米
内
沢
保
育
園
主
幹
）

／
九
島
美
由
起
（
米
内
沢
保
育
園
副
主

幹
）
／
佐
々
木
満
寿
子
（
大
阿
仁
保
育

園
主
幹
）
／
佐
藤
ひ
と
み
（
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
主
幹
）／
福
田
初
子（
医

療
健
康
課
参
事
）
／
奥
山
富
夫
（
合
川

診
療
所
技
師
長
補
佐
）
／
九
嶋 

巧
（
産

業
部
長
）

 （
再
任
用
退
職
）

　
田
村
義
明
（
税
務
課
）
／
関 

勝
美 （
合

川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
）
／
大
高
清
子

（
大
阿
仁
保
育
園
）
／
田
中 

正
（
消
防

本
部
総
務
課
）
／
小
林
喜
博
（
消
防
本

部
総
務
課
）

人　
事　
異　
動

　
部
長
、課
長
、主
幹
、退
職
者
等
を

除
き
、昇
格
者
及
び
役
職
、異
動
前

の
所
属
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

（
）は
異
動
前
の
所
属
。☆
は
主
幹

市
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
３
圏
域
民
間
化
に
向
け
、
高
齢
福
祉
係
と
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、
人
員
を
見
直
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
が
ス
タ
ー
ト

す
る
ほ
か
「
水
と
緑
の
森
林
祭
」
が
北
欧
の
杜
公
園
を
会
場
に
開
催
予
定
と
な
っ
て

お
り
、農
業
施
策
に
つ
い
て
は
、農
地
中
間
管
理
事
業
等
も
増
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

農
林
課
に
２
人
を
増
員
し
た
ほ
か
、
橋
り
ょ
う
等
の
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
く
大
規
模
修
繕
や
補
修
等
に
対
応
す
る
た
め
、
建
設
課
に
１
人
増
員
し
て
い
ま
す
。

（
異
動
規
模
１
８
２
人
）

■
平
成
31
年
４
月
１
日
職
員
数　

４
７
０
人
（
再
任
用
職
員
15
人
）

　
退
職　
18
人
（
う
ち
再
任
用
退
職
５
人
）

　
採
用　
10
人
（
一
般
職
８
人
、
土
木
技
師
２
人
）
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母
子
健
康
手
帳
交
付

日
に
ち　

４
月
１
日（
月
）、８
日（
月
）、

　
　
　
　
15
日（
月
）、22
日（
月
）

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
手
続
き
に
は
30
分
程
か
か
り
ま
す
。

持
ち
物　
妊
婦
本
人
の
個
人
番
号
カ
ー
ド

又
は
通
知
書
、本
人
確
認
書
類

※
交
付
日
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、必
ず
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
分
測
定
日

　

定
期
的
な
体
組
成
測
定
で
健
康
な「
か

ら
だ
」作
り
始
め
ま
せ
ん
か
？

日
に
ち　

４
月
22
日（
月
）

受
付
時
間　
９
時
〜
16
時

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
所
要
時
間
15
分
〜
30
分
）

内
容　
体
組
成
測
定
、測
定
値
の
説
明
等

が
ん
サ
ロ
ン「
北
秋
田 

虹
の
会
」

　
が
ん
患
者
や
家
族
が
抱
え
て
い
る
不
安

や
悩
み
な
ど
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
？（
個
人
情
報
は
守
り
ま
す
）

ご
自
由
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
25
日（
木
） 

13
時
〜
15
時

場
所　
男
女
共
同
参
画
活
動
拠
点
施
設

　
　
　
「
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ・
北
秋
田
」

（
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

乳
幼
児
健
診・相
談

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
／
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
／
バ
ス
タ
オ
ル
ほ
か

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

日
に
ち　

４
月
24
日（
水
）

受
付
時
間　
12
時
30
分
〜
12
時
45
分

対
象　
平
成
30
年
12
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

日
に
ち　

４
月
24
日（
水
）

受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

対
象　
平
成
30
年
９
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

日
に
ち　

４
月
24
日（
水
）

受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

対
象　
平
成
30
年
６
月
生
ま
れ
の
子

▽
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

日
に
ち　

４
月
17
日（
水
）

受
付
時
間　
12
時
30
分
〜
12
時
45
分

対
象　
平
成
29
年
８
〜
９
月
生
ま
れ
の
子

▽
２
歳
児
歯
科
健
康
診
査

日
に
ち　

４
月
16
日（
火
）

受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

対
象　
平
成
28
年
11
〜
12
月
生
ま
れ
の
子

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　
子
ど
も
の
予
防
接
種
と
大
人
の
予
防
接

種
が
あ
り
ま
す
。接
種
対
象
年
齢
、費
用
の

助
成
額
等
は
予
防
接
種
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。「
２
０
１
９
年
度
版
健
康
ガ
イ
ド
」

を
ご
覧
に
な
り
、対
象
の
方
は
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

心
の
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ

　
お
茶
で
も
飲
ん
で
話
を
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

〇
サ
ロ
ン「
お
茶
っ
こ
」

場
所　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　

４
月
11
日（
木
） 

10
時
〜
13
時
30
分

〇
サ
ロ
ン「
え
が
お
」

場
所　
前
田
公
民
館

日
時　

４
月
15
日（
月
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
す
か
っ
と
」

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　

４
月
19
日（
金
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
梅
っ
こ
」

場
所　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　

４
月
22
日（
月
） 

10
時
30
分
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
あ
ん
ず
」

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

日
時　
毎
週
火
曜
日 

11
時
〜
14
時

※
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
れ
も

ん
の
会
」に
よ
る
サ
ロ
ン
で
す
。４
月
か
ら

曜
日
が
変
わ
り
ま
し
た
。

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
個
別
相
談

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、一
人
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、家

族
や
支
え
る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
に
ち　

４
月
26
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
臨
床
心
理
士
が
個
別
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

心
の
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ

　
お
茶
で
も
飲
ん
で
話
を
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

〇
サ
ロ
ン「
お
茶
っ
こ
」

場
所　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　

４
月
11
日（
木
） 

10
時
〜
13
時
30
分

〇
サ
ロ
ン「
え
が
お
」

場
所　
前
田
公
民
館

日
時　

４
月
15
日（
月
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
す
か
っ
と
」

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　

４
月
19
日（
金
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
梅
っ
こ
」

場
所　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　

４
月
22
日（
月
） 

10
時
30
分
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
あ
ん
ず
」

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

日
時　
毎
週
火
曜
日 

11
時
〜
14
時

※
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
れ
も

ん
の
会
」に
よ
る
サ
ロ
ン
で
す
。４
月
か
ら

曜
日
が
変
わ
り
ま
し
た
。

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
個
別
相
談

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、一
人
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、家

族
や
支
え
る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
に
ち　

４
月
26
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
臨
床
心
理
士
が
個
別
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
　

 　
　
医
療
健
康
課 

健
康
推
進
係

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62‐

６
６
６
６

申
問

　
健
康

む
し
歯
の
な
い
子

む
し
歯
の
な
い
子

▼
２
月
13
日
の
健
診

小
笠
原
ゆ
い

佐
々
木
ら
い
き

中
嶋
い
く
と

中
島
し
ゅ
う

村

上

は

な

渡
部
り
つ
き

佐
藤
ら
い
む

佐
々
木
あ
ま
ね

米
倉
の
り
ち
か

佐

藤

み

お

德
永
と
し
み
ち

近
藤
い
ろ
は

太

田

か

ほ

大
坂
り
ゅ
う
ま

宮
腰
そ
う
す
け

千
葉
ひ
か
り

伊
東
あ
お
ば

柴
田
こ
こ
み

金

澤

こ

う

堀
内
ひ
い
ろ

戸
沢
つ
ぎ
は
る

渡
辺
み
の
る

菅

原

さ

な

西

村

れ

ん

畠
山
そ
う
し

佐
藤
ひ
ろ
ま
さ

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

羽

立

舟
見
町

舟

場

新
舟
見
町

田

中

堂
ヶ
岱

田

中

新
屋
敷
町

糠

沢

脇

神

大

町

相
善
町

舟
見
町

舟
見
町

品

類

舟

場

西
陣
場
岱

高
村
岱

太
田
屋
敷
後

綴
子
下
町

新
舟
見
町

高
村
岱

大

堤

宮
前
町

旭

町

舟

場

■文化会館　☎62‐3311

▼４/28（日）ジョイントコンサー
ト＝開演13：30～　　 1000円
　　 1500円

■スポーツ　☎62‐3800

▼４/20（土）第57回河田杯マラソ
ン・大館北秋田ロードレース大会
＝北秋田市役所周辺

▼４/20（土）～21（日）大北中学校
春季総体バスケットボール大会＝
鷹巣体育館

▼４/20（土）～21（日）大北中学校
春季総体野球大会＝中央公園野球場

▼４/21（日）大館北秋田春季陸上
競技記録会＝鷹巣陸上競技場

▼４/27（土）～28（日）高松宮賜杯
軟式野球北秋田予選（１部・２部）
＝合川野球場

▼４/27（土）～28（日）秋田県小学
生野球大会北秋田予選＝森吉野球場

▼４/28（日）全県選抜高等学校柔
道大会・女子柔道大会＝森吉総合
スポーツセンター

４月の休館日
■鷹巣図書館 ☎62‐1707
　３日、10日、17日
　21日、24日、29日
【開館時間】 ９時～19時
　※土日、振替休日は17時まで
■森吉図書館 ☎72‐3192
　３日、10日、17日
　21日、24日、29日
【開館時間】 ９時～17時

前売

当日

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す

【
期
間
】　※

土
日
祝
祭
日
を
除
く

　

４
月
１
日（
月
）〜
５
月
31
日（
金
）

【
時
間
】　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

【
場
所
】　
▽
税
務
課（
宮
前
町
庁
舎
）

　
　
　
　
▽
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】　

市
内
に
所
在
す
る
土
地
、家

屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
及

び
納
税
管
理
人
又
は
そ
の
代
理
人

【
必
要
な
物
】　
印
鑑
／
本
人
確
認
書
類

　
／
委
任
状（
代
理
人
の
場
合
の
み
）

　

 

税
務
課
市
税
係 

☎
62‐

１
１
１
６

問

【加入要件】　北秋田市に住民登録をしていること
【共済期間】　2019年４月１日～2020年３月31日
　　　　　※途中加入の場合は申込日の翌日から
【受付開始日】　2019年２月１日～
【受付窓口】　市役所生活課、各総合窓口センター、
各出張所／秋田銀行／北都銀行／郵便局

※市内の小学１年生は１年間に限り、交通災害共
済に掛金無料・申込無しで自動加入されます。

※詳細についてはお問い合わせください。

　自治会、企業、市民団体、児童クラブなどの団
体単位での加入も受け付けています。
　なお、団体加入の場合は、北秋田市に住民登録
されていない方も加入が可能です。

団体加入受付中団体加入受付中

「交通災害共済」「不慮の災害共済」平成31年度平成31年度 に加入しましょうに加入しましょう

入院（１日につき）・・2000円
通院（１日につき）・・ 800円
死亡・・・・・・・・ 100万円
後遺障害・・・ 50万～100万円

交通災害共済

共済金内容

※入院・通院の共済金は、最低保障額１万５千円～
最高20万円。通院１日でも請求できます。

年間掛金 ３００円（１人）

入院（１日につき）・・1100円
通院・・・・・・・対象外です
死亡・・・・・・・・ 60万円
後遺障害・・・・30万～60万円

不慮の災害共済 年間掛金 ７００円（１人）

共済金内容

※入院の共済金は、最低保障額１万５千円～最高
11万円。入院１日でも請求できます。

問　 生活課地域推進係 ☎62‐6628
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マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座（
中
期
）

日
に
ち　

４
月
18
日（
木
）

時
間　
18
時
〜
20
時
15
分

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
予
定
日
が
2
0
1
9
年
８
月
〜
10

月
出
産
予
定
の
妊
婦
と
夫

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、エ
プ
ロ
ン

申
込
締
切　

４
月
11
日（
木
）

特
定
健
診・が
ん
検
診
を

　
　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

４
月
15
日
か
ら
集
団
健（
検
）診
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。健（
検
）診
の
案
内
は
、

ピ
ン
ク
色
の
封
筒
で
世
帯
ご
と
に
郵
送
し

ま
す
。封
筒
に
は
健（
検
）診
対
象
に
な
っ

て
い
る
家
族
全
員
の
通
知
書
が
入
っ
て
い

ま
す
の
で
必
ず
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

精
神
保
健
相
談

　
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

日
に
ち　

４
月
26
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時（
受
付
13
時
〜
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
前
日
午
前
ま
で
要
予
約

　
　

 

北
秋
田
保
健
所 

☎
62‐
１
１
６
５

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
出
張
セ
ン
タ
ー
開
設
日

日
時　

４
月
27
日（
土
） 

11
時
〜
16
時

場
所　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
研
修
室
Ａ

内
容　
①
会
員
登
録
②
お
相
手
検
索
③
結

婚
に
関
す
る
相
談

※
完
全
予
約
制
。開
設
日
の
２
日
前
の
16

時
ま
で
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

 
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
北
セ

ン
タ
ー　
０
８
０
０‐
８
０
０‐
０
４
１
３

平
成
31
年
度
慰
霊
巡
拝

　

厚
生
労
働
省
で
は
、旧
主
要
戦
域
等
に

お
い
て
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、御
遺

族
を
対
象
と
し
た
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
て

い
ま
す
。参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
実
施
地
域
】ア
ッ
ツ
島
、モ
ン
ゴ
ル
、旧
ソ

連
、中
国
、硫
黄
島
、イ
ン
ド
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、マ

リ
ア
ナ
諸
島

　
　

 

秋
田
県
健
康
福
祉
部
福
祉
政
策
課
監

査・援
護
班 

☎
０
１
８‐
８
６
０‐
１
３
１
８

　
　
　

 　
　
医
療
健
康
課 

健
康
推
進
係

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62‐

６
６
６
６

申
問

　
健
康

申
問

申
問

予
問

お
知
ら
せ

消
防
水
利
確
保
に
お
け
る

協
力
の
御
礼

　

住
民
の
皆
様
に
は
、自
宅
近
く
の
消
防

水
利（
消
火
栓
や
防
火
水
槽
）の
除
雪
作
業

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、降
雪
の
多
い
日

で
も
消
防
水
利
の
確
保
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　
な
お
、消
防
水
利
の
破
損
、変
形
及
び
漏

水
等
を
見
か
け
た
場
合
は
消
防
本
部
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

 

消
防
本
部 

☎
62‐
１
１
１
９

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
る
運
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

内
紛
や
干
ば
つ
、貧
困
な
ど
で
苦
し
む

ア
フ
リ
カ
諸
国
の
人
々
に
毛
布
を
届
け
る

運
動
で
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
・場
所

①
４
月
27
日（
土
） 

10
時
〜
13
時

　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
四
季
美
館

②
５
月
４
日（
土
） 

10
時
〜
14
時

　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
コ
ム
コ
ム

③
４
月
14
日（
日
）〜
27
日（
土
）時
間
随
時

　
夢
叶
庵（
上
杉
上
屋
布
岱
１
０
４
）

※
毛
布
一
枚
に
つ
き
海
外
へ
の
送
料
１
０

０
０
円
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

 

秋
田
県
北
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会

伊
藤 

☎
０
９
０‐
７
０
７
５‐
６
５
７
６

春
も
ク
マ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
冬
ご
も
り
か
ら
目
覚
め
た
ク
マ
は
食
べ

物
を
探
し
て
行
動
し
ま
す
。ク
マ
は
草
や

木
の
芽
を
好
ん
で
食
べ
る
こ
と
か
ら
、山

菜
採
り
に
出
か
け
遭
遇
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。特
に
雌
グ
マ
は
、冬
の
間
に
出
産

し
た
子
グ
マ
を
連
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
、子
グ
マ
を
守
る
た
め
に
神
経
質
に

な
っ
て
い
る
た
め
、大
変
危
険
で
す
。複
数

人
で
行
動
し
、ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
や
ナ

タ
、棒（
傘
等
）を
携
帯
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

ク
マ
と
出
会
わ
な
い
た
め
に

▽
家
の
周
り
や
野
外
に
ご
み
や
収
穫
・
廃

棄
し
た
農
産
物
、家
畜
用
飼
料
な
ど
誘
引

物
を
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。ク
マ
に

味
を
覚
え
さ
せ
る
こ
と
は
餌
付
け
行
為
と

な
り
、大
変
危
険
で
す
の
で
、厳
重
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
夕
暮
れ
や
明
け
方
は
ク
マ
が
活
発
に
活

動
す
る
時
間
帯
の
た
め
、山
に
入
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

ク
マ
の
目
撃
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
ク
マ
を
目
撃
し
た
際
は
目
撃
場
所
や
時

間
、大
き
さ
な
ど
で
き
る
だ
け
詳
細
に
教

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、被
害
対
策
が
迅
速

に
実
施
で
き
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

 

農
林
課
林
業
振
興
係 

☎
62‐
５
５
１
７

　

 

北
秋
田
警
察
署 

☎
62‐
１
２
４
５

献血日程献血日程
■
４
月
16
日（
火
） 

新
東
北
メ
タ
ル
㈱

10
時
〜
11
時
15
分

大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

13
時
〜
14
時
15
分

北
秋
田
市
民
病
院

15
時
〜
16
時
15
分

■
４
月
28
日（
日
） 

い
と
く
鷹
巣
Ｓ
Ｃ

①
10
時
〜
11
時
30
分

②
13
時
〜
15
時
30
分

（（（ （
問問

問

４月 ５月
施設の名称等

クリーンリサイクルセンター
鷹巣埋立地
長下処分場
鷹巣斎場／清幸苑
し尿の汲取り

27日
（土）

28日
（日）

29日
（月）

30日
（火）

１日
（水）

２日
（木）

３日
（金）

４日
（土）

●休
●休

●休

５日
（日）

６日
（月）

生活課関連施設ゴールデンウィーク中の休業日生活課関連施設ゴールデンウィーク中の休業日 問

●休

●休 ●休 ●休 ●休 ●休 ●休 ●休
●休 ●休

●休 ●休 ●休 ●休 ●休 ●休 ●休

　 生活課環境係 ☎62‐1110

　市では、障がい者等がタクシーを利用する際
のタクシー運賃の一部を補助するため、タク
シー利用券を４月から交付します。 ◆身体障害者手帳の１級、２級、３級に該当する方

◆療育手帳（Ａ）に該当する方
◆精神障害者保健福祉手帳の１級に該当する方

≪対象者≫ ※在宅で生活する方に限る

身体障害者等福祉タクシー利用券を交付します身体障害者等福祉タクシー利用券を交付します

【申請に必要な物】
▽障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳、
精神障害者保健福祉手帳）
▽印鑑

　 福祉課地域障がい福祉係 ☎62‐6637
　 ※各総合窓口センターでも申請できます。
申問

がはじまります！きたあきた健康ポイント事業きたあきた健康ポイント事業
　市では、４月から「きたあきた健康ポイント事業」をはじめます。検診を受けたり、健康イベ
ントに参加しポイントを貯めて応募すると抽選でオリジナルハローキティＴシャツや図書
カードが当たります。ポイントを貯めて体も元気になるよう参加してみませんか？

対　　象

ポイント付与期間

応募締切

景　　品

20歳以上の北秋田市民
2019年４月１日（月）～2020年１月31日（金）
2020年１月31日（金）
○オリジナルハローキティＴシャツ（紺メンズＭサイズ）　30人
○図書カード　200人

　次の①～④から３つ以上参加し「健康ポイントチャレンジシート」にスタンプを集めて応募します。
①特定健診、後期高齢者健診、さわやか健診を受診／②がん検診を受診／③市健康イベント事業に参加／
④次の４つの項目のうち１つ以上選び目標を立て１か月以上実行する（食事／運動／アルコール／禁煙）

※①②については受診結果のわかるものを保健センターや窓口センターに持参しスタンプを押して
もらいましょう。詳細は「2019年度版健康ガイド」や「健康ポイントチャレンジシート」をご覧ください。

応 募 方 法応 募 方 法

問　 医療健康課健康推進係 ☎62‐6666
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64

申
問 問

問

お
知
ら
せ

合
川
南
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

合
川
地
区
有
志
の
会「
マ
ト
ビ
ノ
Ｋ
Ｉ

Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
」は
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
の
景

観
を
保
全
す
る
活
動
等
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
行
っ
て
い
ま
す
。花
の
定
植
や
管
理
、作

物
収
穫
時
期
の
補
助
等
を
一
緒
に
作
業
す

る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

花
の
開
花
時
期
に
は
観
賞
会
、秋
の
収

穫
の
時
期
に
は
収
穫
祭
を
行
う
予
定
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

 

北
秋
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
吉
田

☎
62‐
８
０
０
２（
総
合
政
策
課
内
）

平
成
31
年
度
北
秋
田
市
ジ
ュ
ニ
ア

陸
上
ク
ラ
ブ
団
員
募
集
！

対
象　
市
内
の
小
学
３
年
生
〜
６
年
生

練
習
日（
期
間
は
５
月
〜
10
月
ま
で
）

第
２・
４
土
曜
日 

９
時
〜
10
時
30
分

練
習
会
場　
鷹
巣
陸
上
競
技
場

開
講
式 《
日
時
》４
月
20
日（
土
） 

14
時
〜

　
　
　

 《
場
所
》市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

申
込
方
法　
申
込
書
を
４
月
14
日（
日
）ま

で
に
鷹
巣
体
育
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
鷹
巣
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

年
会
費　

２
０
０
０
円

※
開
講
式
当
日
に
徴
収
し
ま
す
。

　
　

 

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ
事
務
局（
鈴

木
） 

☎
０
９
０‐
５
２
３
４‐
２
５
５
６

彩
葉
会
　
水
彩
画
作
品
展

　
彩
葉
会
は
平
成
23
年
度
の
栄
公
民
館「
や

さ
し
い
美
術
講
座
」か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

水
彩
画
の
自
主
講
座
で
す
。市
美
術
展
受

賞
作
品
や
県
美
術
展
入
選
作
品
を
含
む
個

性
あ
ふ
れ
る
水
彩
画
を
お
気
軽
に
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
13
日（
土
） 

13
時
〜
18
時

　
　
　

４
月
14
日（
日
） 

９
時
〜
18
時

　
　
　

４
月
15
日（
月
） 

９
時
〜
15
時

場
所　

市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
多
目
的

ホ
ー
ル

※
入
場
無
料
で
す
。

　

 

彩
葉
会 

☎
０
９
０
‐
７
６
６
６
‐
６
６

０
０

も
う
す
ぐ
平
成
が
終
わ
り
、
新
し
い
元
号
に
！
平
成
の
う
ち
に
や
り
残
し
た
こ
と
は
な
い
で
す
か
？
平
成
最
後
の

春
、
時
代
が
移
り
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　 秋田犬ツーリズム ☎070‐2020‐3085

　２月21日（木）に大館市の日景温泉にて、都
内で活躍するシェフ４人が地域の食材を活か
した料理を提供する特別ディナー会「シェフた
ちの響宴at日景温泉」が開催されました。
　シェフたちに選んでいただいた食材は、比内
地鶏や枝豆、黒ニンニク（北秋田）など地元では
お馴染みのものでしたが、普段とは違った料理
とその美味しさに大変喜んでいただいたとこ
ろです。今後はシェフのお店でも地域の食材を
用いた料理を提供する予定もあり、より多くの
方に召し上がっていただけることを期待して
います。

問

秋田犬ツーリズム便り秋田犬ツーリズム便り

ＤＭＯとは…地域観光資源に精通し、地域と協働で地域づくりを行う法人ＤＭＯとは…地域観光資源に精通し、地域と協働で地域づくりを行う法人

ＤＭＯＤＭＯ

森吉山森吉山 山開き山開き
森吉神社で安全登山を祈願

【申込締切】　４月19日（金）

▽ 集合時間・場所▽集合時間・場所
午前８時 30分
旧森吉スキー場 駐車場

　　 商工観光課観光振興係 ☎62‐5370
　 kankou@city.kitaakita.akita.jp　  62‐5551
( 郵送先 )〒018‐3312 北秋田市花園町 15‐1

〈申込方法〉　電話・ＦＡＸ・メール・郵送

申問

５月３日（金）

FAX

イベント期間　４/27～５/６

ひぐま運動場の探検＆えさ隠し

子ぐま展示コーナー

くまのぬり絵コーナー

【営業時間】 ９：００～１６：００
【入園料】　
大人（高校生以上）７００円
小人（小中学生）　２００円
幼児　無料
【場所】　北秋田市阿仁打当字陳場１－３９
【お問合せ】　０１８６－８４－２６２６

ゴールデンウィークイベント

くまくま 園くまくま 園
４月27日 土 ９：００オープン

河田杯マラソン河田杯マラソン

〔受付・開会式〕市民ふれあいプラザ コムコム〔受付・開会式〕市民ふれあいプラザ コムコム
〔スタート・ゴール〕北秋田市役所前〔スタート・ゴール〕北秋田市役所前

（開会式　９：00～／競技開始　10：00～）（開会式　９：00～／競技開始　10：00～）

▽小学校５・６年（男子1.5㎞／女子1.5㎞）

▽中学校（男子５㎞／女子３㎞）

▽高校（男子10㎞／女子５㎞）

▽一般（男子10㎞／女子３㎞）

▽壮年男子（［30歳以上］10㎞／［40歳以上］５㎞）
小・中・高校生 500 円
一般・壮年 1000 円

【申込締切】
 ４月３日（水）

申問

【参加費】

４20
（土）

第57回第57回

大館北秋田ロードレース大館北秋田ロードレース

　 鷹巣体育館 ☎62‐3800

みんなの本棚を設置みんなの本棚を設置

　秋田県の「読書活動推進パートナー支援事業」を
活用し、北秋田市民病院２階図書・休憩コーナーに
『みんなの本棚』を設置しました。本棚には、一般書
56冊、児童書38冊の計94冊が置かれています。
　診察の待ち時間などにご利用ください。

問　 鷹巣図書館 ☎62‐1707

　「日本一の読書県」を目指して、県民が身近な所
で読書に親しむことができる環境づくりを進める
ため、企業や団体が市町村と連携して施設内や地
域のコミュニティスペースなどに読書拠点を設置
する取り組みを全県に広げていく事業。

読書活動推進パートナー支援事業

北秋田市民病院に北秋田市民病院に

　 商工観光課観光振興係 ☎62‐5370

指定管理者の指定に関する公表指定管理者の指定に関する公表
市議会の議決日　平成31年２月12日議決

≪施設≫ 北秋田市阿仁郷土文化保存伝承館
 　　　　（北秋田市阿仁銀山字下新町41番地22）
　　　　　北秋田市阿仁異人館
 　　　　（北秋田市阿仁銀山字下新町41番地23）
≪指定管理者≫ 阿仁合地区活性化推進協議会
≪指定期間≫ 平成31年４月１日から平成36年３月31日
問

問

春のクリーンアップ春のクリーンアップ

４月14日（日）
※早朝１時間程度
４月14日（日）
※早朝１時間程度

全市一斉全市一斉

～市民全員参加の環境美化運動にご協力ください～

　実施日や時間は、地区により異なる
場合がありますので、自治（町内）会長にご確認ください。
　実施日や時間は、地区により異なる
場合がありますので、自治（町内）会長にご確認ください。
　 生活課環境係 ☎62‐1110／各総合窓口センター
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　 都市計画課都市計画住宅係 ☎72‐5246問

高野尻団地・・・綴子字高野尻90‐2★
木造平屋１戸建２ＬＤＫ 月額20,400円～46,900円
胡桃館団地・・・綴子字胡桃館２★
簡易耐火２階６戸建３ＬＤＫ 月額16,200円～37,200円
宮前町団地・・・宮前町9‐16　鉄筋コンクリート造
４階建１ＤＫ 月額18,700円～42,900円
（共益費800円、駐車場使用料1,500円/台）
林岱団地・・・八幡岱新田字林岱89‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額9,700円～19,500円
松ケ丘団地・・・川井字松石殿1‐254★
木造平屋１戸建３ＬＤＫ 月額16,800円～38,600円
田の沢団地・・・川井字五郎左ェ門田の沢5‐6★
木造２階６戸建２ＬＤＫ
月額18,400円～42,300円（共益費400円）
冷水岱団地・・・米内沢字冷水岱94‐1
木造平屋４戸建１ＬＤＫ 月額16,800円～38,700円
上新町団地・・・阿仁水無字上新町東裏17‐1★
木造平屋２戸建３ＬＤＫ 月額19,600円～45,100円
上岱団地・・・阿仁水無字上岱64‐2★

▽木造平屋１戸建３ＤＫ 月額14,900円～24,600円

▽木造平屋１戸建３ＤＫ 月額14,000円～23,800円
畑町団地・・・阿仁水無字畑町東裏147（共益費200円）

▽木造平屋４戸建２ＬＤＫ 月額23,400円～53,900円★

▽木造平屋４戸建１ＬＤＫ 月額18,700円～43,100円

▽木造平屋４戸建３ＬＤＫ 月額26,500円～61,000円★
三両団地・・・阿仁水無字寺後1‐5★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額11,100円～22,400円
比立内団地・・・阿仁比立内字狐台13‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額10,000円～20,300円
サンコーポラスなかたい住宅・・・鷹巣字東中岱51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ 月額40,500円
（共益費800円、駐車場使用料1,400円/台）
陣場岱第２住宅・・・阿仁前田字陣場岱22‐4
木造平屋２戸建１ＬＤＫ 月額10,600円～24,300円
上杉団地・・・上杉字上屋布岱61‐47★
木造平屋１戸建４ＬＤＫ 月額47,000円～80,000円 
※★印の住宅は単身入居できません

各住宅の設備等については、市のホームページを
ご覧になるか、お問い合わせください。

【入居資格】収入基準を満たすこと／住宅に困窮してい
ることが明らかなこと／市税等を滞納していないこと

【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【募集期間】　第１回　４月１日（月）～５日（金）
　　　　　　第２回　４月15日（月）～ 19日（金）
【申込み先】　都市計画課（森吉）／生活課（鷹巣）／
　合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

※土日祝除く

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

市営住宅入居者募集市営住宅入居者募集
申
問

お
知
ら
せ

自
衛
官
採
用
試
験

▽
陸
海
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

対
象

①
大
卒
程
度
を
有
す
る
22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
者（
修
士
課
程
修
了
者
等
は
20
歳
以

上
28
歳
未
満
の
者
）

②
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
者（
短
大
を
除

く
大
卒
、大
卒
見
込
）

【
歯
科
幹
部
候
補
生
】

対
象

20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者（
短
大
を
除
く

大
卒
、大
卒
見
込
の
歯
学
履
修
者
等
）

【
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
】

対
象

20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者（
短
大
を
除
く

大
卒
、大
卒
見
込
の
薬
学
履
修
者
等
）

《
共
通
事
項
》

試
験
日
・試
験
会
場

①
５
月
11
日（
土
）

②
５
月
12
日（
日
）

※
②
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
。試
験
会

場
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
１
日（
水
）ま
で

※
対
象
の
年
齢
は
い
ず
れ
も
平
成
31
年
４

月
１
日
現
在
と
な
り
ま
す
。

　
　

 

自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
大
館

出
張
所 

☎
０
１
８
６‐42‐
１
３
９
８

　測定の結果、
秋田県の通常レ
ベルを超える数
値は観測されて
いません。

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.03
0.04
0.05
0.05
0.04
0.04
0.05

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

北秋田市環境放射線量測定結果北秋田市環境放射線量測定結果
空間線量調査（３月６日測定）空間線量調査（３月６日測定）

※県の通常レベル
　0.022～0.086

問い合わせ
生活課環境係
☎62‐1110

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
が
変
わ

り
ま
す（
４
月
納
付
分
か
ら
）

▽
健
康
保
険
料
率（
秋
田
支
部
）

　
10・14
％（
現
行 

10・13
％
）

▽
介
護
保
険
料
率（
全
国
一
律
）

　

１・73
％ （
現
行 

１・57
％
）

　
皆
様
の
医
療
費
に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ

る
保
険
料
率
は
、皆
様
の
健
康
へ
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

 

協
会
け
ん
ぽ
秋
田
支
部

☎
０
１
８‐
８
８
３‐
１
８
４
１

下
水
道
な
ど
を
快
適
に
使
用
す
る

た
め
に

【
台
所
で
は
】

◎
野
菜
く
ず
や
残
飯
な
ど
は
流
さ
な
い
！

　
三
角
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
置
く
な
ど
し
て

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
油
は
流
さ
な
い
！

　
使
用
済
み
の
油
は
新
聞
紙
な
ど
に
吸
わ

せ
、燃
え
る
ご
み
と
し
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

【
ト
イ
レ
で
は
】

◎
水
洗
ト
イ
レ
に
は
水
に
溶
け
や
す
い
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
使
い
ま
し
ょ
う
！

　
水
に
溶
け
な
い
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
紙
お
む

つ
、紙
タ
オ
ル
な
ど
は
詰
ま
り
の
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
お
風
呂
や
洗
面
所
で
は
】

◎
固
形
物
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　
排
水
溝
に
た
ま
っ
た
石
鹸
や
髪
の
毛
な

ど
は
こ
ま
め
に
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

　

 

上
下
水
道
課
下
水
道
係 

☎
72‐
５
２
４
８

求
職
者
向
け
職
業
訓
練
生
の
募
集

訓
練
期
間　
①
６
月
４
日（
火
）〜
11
月
29

日（
金
）（
６
か
月
）／
②
６
月
12
日（
水
）〜

12
月
26
日（
木
）（
７
か
月
）

時
間　
９
時
20
分
〜
15
時
40
分

会
場　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田（
潟
上
市
）

訓
練
科（
定
員
）

▽
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科（
15
人
）

▽
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
施
工
科
若
年
者
コ
ー
ス（
10
人
）

募
集
締
切　

４
月
25
日（
木
）

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

応
募
資
格　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

込
み
を
さ
れ
て
い
る
方

申
込
先　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

☎
０
１
８‐
８
７
３‐
３
１
７
８

問問

下水道の使用区域が拡大されました。下水道の使用区域が拡大されました。
平成31年度
鷹巣処理区

【お知らせ】５月１日供用開始予定　新浄水場敷地内（脇神字川戸沼内悪戸の一部、脇神字平崎川戸沼の一部）

上下水道課業務係
☎72‐3113

【西陣場岱】

【田中】

【高村岱】

北部家畜
衛生保健所
北部家畜
衛生保健所

県北家畜
診療所
県北家畜
診療所

南鷹巣住宅団地南鷹巣住宅団地

南
鷹
巣
集
会
所

南
鷹
巣
集
会
所

鷹
巣
中
央
公
園

鷹
巣
中
央
公
園

県
北
自
動
車
学
校

県
北
自
動
車
学
校

南鷹巣
保育園
南鷹巣
保育園

市役所
機械倉庫
市役所
機械倉庫

市役所資材置場市役所資材置場

鷹巣中央
小学校
鷹巣中央
小学校

リケン秋田工場リケン秋田工場

４月１日供用開始 ４月１日供用開始

４月１日供用開始

　下水道は、皆さんの快適な暮らしの実現はもとより、美しく良好な環境の形成や公共用水路（河川等）
の水質向上・保全、伝染病の予防など皆さんの健康にも深く関わる大切な役割を担っています。

問

クリーンリサイクルセンターの
ダイオキシン類及び水銀等の測定結果

項目 測定結果 環境基準値

焼却炉排ガス
（単位：ng‐TEQ/㎥）

１号炉
２号炉

ばいじん
（単位：ng‐TEQ/g）

焼却灰
（単位：ng‐TEQ/g）

0.052

0.045

0.54

0.011

５
５

３

３

ng（ナノグラム）：10億分の１グラムを示します。
TEQ：毒性等価換算濃度（Toxic Equivalents の略）。
ダイオキシン類の濃度（毒性の強さ）を表示する際に
用いられる記号のことです。
μg（マイクログラム）：100 万分の１グラムを示します。

　 生活課環境係 ☎62‐1110

　「ダイオキシン類対策特別措置法」と改正された
「大気汚染防止法」に基づき、クリーンリサイクルセ
ンターから排出されるダイオキシン類、水銀等の測
定を行いましたので、その結果をお知らせします。

１号炉
２号炉

全水銀濃度
（単位：μg/㎥）

0.24
4.1

50 
50 

問
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市
長
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
２
月
》

▽
慶
弔
費　

１
万
０
０
０
０
円（
１
件
）

▽
会　
費　
９
万
５
０
０
０
円（
14
件
）

▽
そ
の
他　
　
　
９
７
０
０
円（
２
件
）

▽
合　
計　
11
万
４
７
０
０
円（
17
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
た
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。

北
秋
田
市
民
病
院 

休
診
日

▽
眼
科
＝
４
月
18
日（
木
）、19
日（
金
）

▽
泌
尿
器
科
＝
４
月
18
日（
木
）、19
日（
金
）

　

 
北
秋
田
市
民
病
院 

☎
62‐
７
０
０
１

入
札
結
果
の
公
表
《
２
月
》

《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》

▼
道
路
改
良
工
事（
そ
の
他
市
道
向
様
田
女

木
内
線
）／
６
０
３
万
７
２
０
０
円
／
㈲
庄

栄
組
▼
道
路
改
良
工
事（
１
級
市
道
阿
仁
前

田
停
車
場
線
）／
５
０
９
万
７
６
０
０
円
／

㈲
庄
栄
組

　

 

財
政
課
財
政
係 

☎
62‐
６
６
０
７

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

戸
澤
キ
ミ
ヱ

戸
澤
幹
雄

簾
内
忠
次
郎

花
田
則
子

櫻
庭
榮
子

高
橋
重
夫

照
内
イ
ソ

仲
谷
茂
明

藤
島
　
清

福
田
　
仁

淡
路
光
男

堀
部
鉄
三

奈
良
田
勝
治

小
笠
原
哲
雄

成
田
光
義

松
尾
絢
子

渡
部
清
輝

伊
東
ト
ワ

神
成
　
清

近
藤
慶
悦

小
塚
シ
ナ

畠
山
照
子

千
　
𠮷
治

前

山

前

山

今

泉

新
屋
敷
町

蟹

沢

綴
子
上
町

向
黒
沢

元

町

住
吉
町

住
吉
町

花
園
町

東
横
町

西
屋
敷

北
中
家
下

太

田

太

田

藤

株

高
村
岱

高
村
岱

舟

場

舟

場

与
助
岱

岩

脇

878194838388100808780937186616594829384749010088

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん (

　
歳)

(
　
歳)

(
　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

横

渕

下

杉

合

川

合
川
李
岱

合
川
李
岱

杉
山
田

三
木
田

東
根
田

増

沢

増

沢

本

丁

上
御
嶽

向
本
城

松

栄

中
新
田

神

成

上
新
町

幸
屋
渡

比
立
内

比
立
内

長

畑

打

当

慶
弔
だ
よ
り
２
月
16
日
〜
３
月
15
日
届
出
分

優
也

隆
昌

裕
貴

純
也

潤
一

美
香

愛
香

ひ
と
美

智
美望

こ

た

ろ

う

り
ゅ
う
と

り

き

と

ふ

う

や

れ

み

（（（（（

）））））
長
男

二
男

二
男

三
男

二
女

宮
前
町

舟
見
町

あ
け
ぼ
の
町

米
内
沢
大
町

中
道
岱

ご
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

千
葉
仚
一
郎

髙
橋
定
男

米
倉
四
郎

成
田
竹
二
郎

木
村
仁
兵
衞

伊
藤
八
重

三
浦
一
枝

佐
藤
直
藏

小
笠
原
和
成

小
笠
原
　
昭

佐
伯
得
雄

成
田
二
男

小
笠
原
　
博

高
嶋
久
美
子

細
田
芳
憲

佐
　
定
道

高
橋
ア
サ

西
根
鉄
蔵

松
橋
利
一
郎

佐
藤
フ
ミ
ヨ

菊
地
ヲ
ト
ノ

伊
東
清
太
郎

松
橋
虎
汰
郎

北
林
琉
登

吉
田
俐
輝
斗

松
岡
歩
也

北
野
礼
珠

89889491859077936071958368695986979388889272

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

お
二
人
の
前
途
を

　
　
　
　
　

祝
福
し
ま
す

森

川

聖

也

佐
藤
加
奈
子

せ

い

や

か

な

こ

さ
ん

さ
ん

南

鷹

巣

南

鷹

巣

（
松

嶋

竜

介

桜

庭

由

貴

り
ゅ
う
す
け

ゆ

き

さ
ん

さ
ん

能

代

市

蟹

沢

（
本

城

彰

太

清

水

香

織

し

ょ

う

た

か

お

り

さ
ん

さ
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総人口　32,094人（54人減）【167人】
男　　15,028人（30人減）【 11人】
女　　17,066人（24人減）【156人】

　　出生 11人　　転入 30人
　　死亡 62人　　転出 33人
世帯数 14,071世帯（17世帯減）【161世帯】

人口と世帯数
※２月28日現在の住民基本台帳による

※【　】は、うち外国人住民

問 問

奥山フヨさん（浦田）
大正８年３月20日生まれ

藤田三郎さん（合川）
大正８年２月28日生まれ

100歳おめでとうございます!100歳おめでとうございます!

申問

補助額（補助対象経費×補助率＋加算額）

日頃、感じていることを行動にしてみませんか

　申請方法　申請方法

　市では、今年度も自発的に地域課題の解決や地
域振興などに取り組む団体を応援します。

市民提案型まちづくり事業補助金市民提案型まちづくり事業補助金

１回目 ４月16日（火）／２回目 ６月14日（金）
３回目 ８月13日（火）／４回目 10月15日（火）

募集
締切

　申込書に必要事項を記入し、生活課地域推進係
　に提出ください。
※申込書等は、各庁舎と各公民館へ備え付けるほか、
　市のホームページにも掲載します。

補助対象経費
10万円以下

10万円を超え30万円以下
30万円を超え50万円以下
50万円を超える

補助率
90％以内
80％以内
70％以内
60％以内

加算額
－

１万円
４万円
９万円

《
補
助
率
と
加
算
額
》

　 生活課地域推進係 ☎62‐6628 　対象となるのは応急の診察を要する方です。

63‐2700
63‐0515
78‐3161
62‐2261
62‐1400
60‐1055
62‐7001
69‐7311
72‐4501
82‐2351
69‐5300
62‐7001
62‐1155
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62‐7001
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82‐2351
62‐1155
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たむら内科クリニック
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
国民健康保険合川診療所
津 谷 内 科
まるや耳鼻科クリニック
う え だ ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
児玉内科クリニック
米 内 沢 診 療 所
阿 仁 診 療 所
毛利整形外科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
近 藤 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院
たむら内科クリニック
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児玉内科クリニック
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北 秋 田 市 民 病 院
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米 内 沢 診 療 所
阿 仁 診 療 所
近 藤 医 院
奈 良 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
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（診療時間 18：30～21：00）
夜間当番医（ 　）日程表夜間

診療

電話番号医療機関名日 曜
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一般の来場者の方も審査員に！

　 商工観光課商工労働係 ☎62‐5360  FAX62‐5551申問※詳細についてはお問い合わせください。
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◇２部門に分けて審査を行います。

　▼クラシカル部門 … 従来の伝統的なバター餅を審査
　▼アレンジ部門 … ブルーベリー・しそなど、他の食材を加えて
　　　　　　　　　　  アレンジしたバター餅を審査
　≪申込方法≫　４月18日（木）までに「レシピ兼申込書」を提出してください。

先着 50人の来場者に一般審査員として参加していただきます。
ぜひご来場いただき、多種多様なバター餅をお楽しみください。

参加者

大募集！

参加者

大募集！

申込不要申込不要

販売用のバター餅を製造していない一般の方販売用のバター餅を製造していない一般の方

４月 26日（金） 10：30～４月 26日（金） 10：30～
場　所

期　日

クウィンス森吉クウィンス森吉

参加対象

第８回第８回

ＢＭ-１グランプリＢＭ-１グランプリ

　月　　　日（水）５５ 2929
対戦相手対戦相手

午前０時 ～ 午後９時午前０時 ～ 午後９時
人口：34,777 人
参加：６回目

愛知県 扶桑町愛知県 扶桑町

　チャレンジデー当日、市内で 15 分以上
継続して体を動かし、報告をしてください。

スポーツはもちろんスポーツはもちろん

掃除掃除 散歩散歩買い物買い物

すべて対象です！すべて対象です！

通学通学

報告方法など、
詳しくは５月
号でお知らせ
します。

当日、市内にいる方であれば
誰でも参加できます！

参加方法

　 鷹巣体育館 ☎62‐3800問

【実施日】【実施日】

目指せ！５年連続目指せ！５年連続
チャレンジデーチャレンジデー

2 0 1 92 0 1 9金メダル金メダル

チャレンジデー
Ｔシャツ販売中！
チャレンジデー
Ｔシャツ販売中！

　１枚　　630円～
販売場所　鷹巣体育館

ふ       そう    ちょう


